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ー

一
、
は
じ
め
に

巷
閻
、
開
運
滴
法
と
か
霊
感
商
法
と
か
呼
ば
れ
、
顧
客
を
心
理
的
不
安
に
お
と
し
入
れ
、
印
鑑
・
念
珠
・
壺
．

多
宝
塔
な
ど
の
商
品
を
市
価
の
数
十
倍
も
の
高
頷
な
代
価
で
売
り
つ
け
る
悪
質
滴
法
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
昭
和
五
三
年
し
四
年
頃
以
降
か
ら
で
あ
る
。
当
時
こ
の
種
の
苦
情
が
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
や
各
地
の
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
数
多
く
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
が
、
セ
ン
タ
ー
が
仲
介
に
入
る
と
販
売
者
側
は
す
ば
や
く
解
約

に
応
じ
て
代
金
は
買
主
に
返
還
さ
れ
る
な
ど
、
苦
情
処
理
が
迅
速
巧
妙
に
行
わ
れ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
こ
の
種
の
商
法
は
、
消
費
者
の
不
安
心
理
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
取
引
実
態
が
表
面
化
し
な
い
よ
う
仕
組

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
霊
感
商
法
の
取
引
の
実
態
が
分
り
に
く
く
、
被
害
が
顕
在
化
し
に
く
か
っ
た
な
ど
の
理

由
か
ら
今
日
迄
こ
の
問
題
に
深
い
検
討
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
看
過
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
最
近
に
至
り
、
こ
の
苦
情
は
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
や
各
地
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
各

地
の
弁
護
士
や
弁
護
士
会
の
消
費
者
被
害
救
済
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
も
頻
々
と
持
ち
込
ま
れ
、
そ
の
被
害
額
も
数
百

万
円
か
ら
壱
千
万
円
を
越
え
る
ケ
ー
ス
も
数
多
く
見
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
被
害
者
の
中
に
は
財
産
的
被
害
に
と
ど

ま
ら
ず
、
精
神
的
安
定
性
を
失
い
、
家
出
、
家
庭
不
租
な
ど
家
庭
の
崩
壊
に
至
る
等
深
刻
な
被
害
が
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
又
、
各
地
で
こ
の
種
の
商
法
の
被
害
救
済
に
立
ち
上
が
っ
た
弁
護
士
や
そ
の
商
法
を
告
発
報
道

し
た
マ
ス
コ
ミ
等
に
対
し
、
終
日
多
数
の
抗
議
電
話
・
無
言
電
話
を
掛
け
た
り
、
面
会
強
要
を
行
っ
た
り
、
関
係

者
を
誹
謗
中
傷
す
る
ビ
ー
フ
を
配
布
す
る
等
組
織
的
且
つ
陰
湿
な
攻
撃
が
加
え
ら
れ
る
事
態
が
発
生
し
た
。
消
費
者

被
害
救
済
に
あ
た
る
弁
護
士
に
不
当
な
攻
撃
が
加
え
ら
れ
る
と
い
う
重
大
な
問
題
が
発
生
し
た
。
か
か
る
事
態
を

ふ
ま
え
当
連
合
会
と
し
て
も
こ
の
問
題
に
深
く
関
心
を
持
た
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
消
費
者
問
題
対
策
委
員
会
内

に
「
霊
感
商
法
被
害
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
け
、
慎
重
に
調
査
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
連
合
会
の
視
点
は
、



ー
、
霊
感
商
法
の
全
国
的
被
害
規
模
と
内
容
、
被
害
態
様
の
実
態
は
如
何
な
る
も
の
か
。

2
、
霊
感
商
法
は
消
費
者
被
害
と
し
て
法
的
に
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

3
、
今
後
、
霊
感
商
法
被
害
の
防
止
と
救
済
は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
。

を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

調
査
は
、
先
ず
全
国
の
弁
護
士
会
及
び
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
並
び
に
各
埴
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得

て
霊
感
滴
法
に
関
す
る
昭
和
五
五
年
以
降
の
相
談
件
数
と
そ
の
取
引
の
実
態
を
調
査
し
た
。
次
い
で
右
調
査
に
よ

っ
て
蒐
集
さ
れ
た
各
種
の
資
料
や
出
版
物
等
を
学
者
の
参
加
を
得
て
総
合
的
に
研
究
し
た
。
又
、
現
実
の
霊
感
滴

法
被
害
者
や
元
販
売
員
達
に
直
接
面
接
し
て
、
そ
の
取
引
の
実
態
調
査
を
行
っ
た
他
、
壺
、
多
宝
塔
な
ど
の
輪
入

元
及
び
卸
元
会
社
な
ど
に
対
し
て
も
面
談
を
求
め
、
販
売
者
側
か
ら
取
引
の
実
情
や
意
見
を
求
め
よ
う
と
試
み
た

が
、
残
念
な
が
ら
販
売
者
側
か
ら
の
協
力
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

も
と
よ
り
、
当
連
合
会
は
営
業
活
動
の
自
由
を
尊
重
す
る
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
消

費
者
に
対
し
正
し
い
情
報
が
提
供
さ
れ
、
消
費
者
が
冷
静
で
自
主
的
な
判
断
が
で
き
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

霊
感
商
法
の
問
題
点
は
、
販
売
者
が
消
費
者
を
巧
に
心
理
的
不
安
に
陥
し
入
れ
、
そ
の
不
安
状
態
の
中
で
長
時

閻
強
引
な
説
得
を
行
い
、
遂
に
は
高
額
な
物
品
の
購
入
契
約
締
結
に
至
ら
し
め
る
点
に
あ
る
。
そ
こ
で
本
意
見
書

で
は
消
費
者
の
「
不
安
の
心
理
構
造
」
と
は
如
何
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
。

当
連
合
会
は
以
上
の
よ
う
な
作
業
を
経
て
、
こ
こ
に
本
意
見
書
を
取
り
ま
と
め
、
弁
護
士
会
な
ら
び
に
関
係
官

庁
に
対
し
早
急
な
対
策
を
要
望
す
る
こ
と
に
し
た
。
又
各
地
で
霊
感
商
法
被
害
救
済
に
取
粗
む
弁
護
士
や
行
政
関

係
者
の
参
考
資
料
に
供
す
る
た
め
霊
感
商
法
の
取
引
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
集
も
作
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

も
と
よ
り
本
意
見
書
の
取
り
ま
と
め
に
よ
っ
て
当
連
合
会
の
霊
感
商
法
に
対
す
る
調
査
研
究
の
す
べ
て
が
終
る
も

2
 



3
 

の
で
は
な
く
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
引
き
続
き
調
査
研
究
活
動
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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二
、
霊
感
滴
法
被
害
全
国
実
態
調
査
結
果

ー
、
霊
感
商
法
被
害
全
国
実
態
調
査
結
果
に
つ
い
て

日

調

査

方

法

と

調

査

期

閻

今
回
の
い
わ
ゆ
る
霊
感
商
法
に
関
す
る
被
害
全
国
実
態
調
査
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
消
費
者
問
題
対
策

委
員
会
が
同
委
員
会
内
に
霊
感
商
法
問
題
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
昭
和
六
二
年
四
月
三
〇

日
付
で
調
査
表
を
全
国
の
弁
護
士
会
及
び
都
道
府
県
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

に
送
付
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
内
容
は
、
昭
和
六
二
年
四
月
三

0
日
現
在
に
お
け
る
昭
和
五
五
年
以
降
昭
和
六
二
年
四
月
三

0
日
ま

で
の
各
年
毎
の
相
談
件
数
、
被
害
人
数
、
男
女
の
別
、
被
害
額
合
計
、
購
入
商
品
名
、
販
売
業
者
名
、
主
な

解
決
方
法
、
解
決
額
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
回
答
に
あ
た
っ
て
は
最
近
の
相
談
事
例
の
う
ち
霊
感
商
法
と
し
て
顕
著
な
被
害
事
例
の
具
体
的
資

料
を
添
附
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。

調
査
表
の
集
計
に
あ
た
っ
て
は
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
集
計
結
果
は
都
道
府
県
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
集
計
結
果
と
重
複
算
定
の
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
最
終
的
集
計
結
果
に
は
含
め
な
か
っ
た
。

逆
に
弁
護
士
会
と
都
道
府
県
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
集
計
結
果
に
つ
い
て
は
、
そ
の
極

1

邸
に
重
複
の

可
能
性
は
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
の
相
談
事
案
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
レ
ベ
ル
で
解
決
さ
れ
て
お
り
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
て
弁
護
士
や
弁
護
士
会
の
窓
口
に

相
談
に
訪
れ
る
ケ
ー
ス
は
極
め
て
希
な
こ
と
で
あ
る
の
で
修
正
を
加
え
な
か
っ
た
。

ま
た
、
都
道
府
県
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
集
計
結
果
に
は
各
都
道
府
県
内
の
市
町
村
レ
ベ
ル
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
の
相
談
件
数
、
被
害
人
数
、
被
害
額
等
は
一
切
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。



に）

実
態
調
査
結
果

回
収
し
た
調
査
表
に
基
づ
き
、
弁
護
士
会
全
体
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
全
体
に
お
け
る
各
年
毎
の
被
害
人

数
、
男
女
別
、
被
害
額
合
計
並
び
に
各
地
域
毎
の
被
害
人
数
、
男
女
別
、
被
害
頷
合
計
を
集
計
し
た
結
果
は

後
記
集
計
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
年
別
の
被
害
人
敬
、
被
害
額
等
は
相
談
を
受
付
け
た
年
の
数
値
で
あ
り
、
被
害
に
あ
っ
た
年
の
数

値
で
は
な
い
。

ま
た
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
は
年
度
別
の
統
計
を
回
答
し
た
地
域
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
ま
ま
当

該
年
の
件
数
と
し
て
集
計
し
た
。

旧

被

害

人

数

、

男

女

別

集
計
結
果
に
よ
れ
ば
、
調
査
期
間
（
昭
和
五
五
年
以
降
昭
和
六
二
年
四
月
三

0
日
ま
で
）
に
お
け
る
弁

護
士
会
全
体
の
総
被
害
人
数
は
四
、

0
三
一
人
、
う
ち
男
性
三
二
五
人
、
女
性
一
、
五
一
三
人
、
不
明
二
、

一
九
三
人
で
あ
る
。

同
じ
く
調
査
期
間
に
お
け
る
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
全
体
の
総
被
害
人
数
は
一

0
、
五
四
八
人
、
う
ち
男

性
一
、
三
一
六
人
、
女
性
七
‘
―
二
二
人
、
不
明
二
、
—

1
0
人
で
あ
る
。

弁
護
士
会
と
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
合
せ
る
と
右
調
査
期
間
に
お
け
る
総
被
害
人
数
は
一
四
、
五
七
九

人
、
う
ち
男
性
一
、
六
四
一
人
、
女
性
八
、
六
三
五
人
、
不
明
四
、
三

0
三
人
と
な
る
。

図

被

害

額

前
期
調
査
期
閻
に
お
け
る
弁
護
士
会
全
体
の
総
被
害
額
は

1

七
一
値
九
七
四
九
万
円
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
全
体
の
総
被
害
額
は
一
四
五
億
七
六
四
七
万
円
で
あ
り
弁
護
士
会
と
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
合
せ
た

被
害
額
合
計
は
三
一
七
億
七
三
九
六
万
円
で
あ
る
。
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購
入
商
品

購
入
商
品
は
印
鑑
、
壺
、
多
宝
塔
、
裏
麗
人
参
濃
縮
液
、
念
珠
、
霊
石
、
仏
像
、
家
系
國
、
釈
迦
塔
、

絵
画
、
ピ
デ
オ
、
サ
ウ
ナ
、
毛
皮
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
羽
毛
布
団
、
化
粧
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
の
種
類
が
あ

る
が
、
な
か
で
も
多
く
見
ら
れ
る
の
は
印
鑑
、
壺
、
多
宝
塔
、
高
麗
人
参
濃
縮
液
な
ど
で
あ
る
。

実
態
調
査
結
果
に
見
ら
れ
る
若
干
の
特
徴

今
回
の
全
国
実
態
調
査
は
き
わ
め
て
短
期
間
の
調
査
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
調
査

に
関
し
て
は
各
都
道
府
県
内
の
市
町
村
レ
ベ
ル
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
被
害
人
数
、
被
害
額
等
は
調
査
結

果
に
一
切
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
調
査
結
果
は
必
ず
し
も
、
全
国
の
霊
感
商
法
に
よ
る
被
害
を

正
確
に
反
映
し
た
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
今
回
の
限
ら
れ
た

調
査
よ
り
得
ら
れ
た
調
査
結
果
か
ら
は
一
定
の
傾
向
や
特
徴
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ま
ず
霊
感
商
法
に
よ
る
被
害
は
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
日
本
全
国
に
及
ん
で
お
り
、
蘭
記
調
査

期
間
に
お
け
る
弁
護
士
会
と
都
道
府
県
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
合
せ
た
総
被
害
人
数
は
一
四
、
五
七
九
人

総
被
害
額
は
三
一
七
億
七
三
九
六
万
円
と
い
う
よ
う
に
巨
大
な
数
字
と
な
っ
て
い
る
。

消
費
者
被
害
は
総
理
府
の
調
査
に
よ
っ
て
も
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
の
は
総
被

害
の
一
％
に
も
満
た
ず
一
般
的
に
潜
在
化
し
や
す
い
こ
と
や
、
弁
護
士
会
な
ど
で
霊
感
商
法
に
関
す
る
相
談

会
や
特
別
相
談
窓
口
を
開
い
た
と
こ
ろ
で
は
多
く
の
相
談
者
が
殺
到
し
て
い
る
実
情
か
ら
し
て
、
こ
れ
ら
の

被
害
も
お
そ
ら
く
、
実
際
の
被
害
の
氷
山
の
一
角
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
被
害
の
全
国
性
・
巨
大
性
と

い
う
点
が
霊
感
裔
法
に
よ
る
被
害
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

被
害
者
の
中
で
は
女
性
の
占
め
る
割
合
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
も
霊
感
商
法
に
よ
る
被
害
の
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
、
調
査
表
に
添
附
さ
れ
た
相
談
事
例
等
か
ら
は
、
勧
誘
手
口
が
全
国
的
に
驚
く
ほ
ど
類
似
し
て
い
る

曰
(3） 
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こ
と
、
取
扱
い
裔
品
、
主
な
取
扱
い
商
品
の
輸
入
元
・
卸
元
、
売
買
契
約
書
、
領
収
書
等
の
書
式
等
々
が
全

国
的
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
全
国
的
に
ほ
と
ん
ど
共
通
し
た
勧
誘
方
法
、
販
売
体
制
が
用
い
ら
れ
て

い
る
と
い
う
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
勧
誘
方
法
、
販
売
体
制
の
共
通
性
は
、
販
売
主
体
の
共
通
性
、
同
一
組
織
性
を
推
定
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
。

た
だ
し
、
今
回
の
実
態
調
査
結
果
の
中
に
は
、
極
め
て
僅
少
で
は
あ
る
が
、
印
鑑
に
つ
い
て
の
被
害
事
例

の
一
部
に
は
霊
的
言
辞
を
弄
す
る
こ
と
の
な
い
単
な
る
印
相
商
法
と
も
言
う
べ
き
事
例
も
含
ま
れ
て
い
る
。
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霊感裔法被害全国実態調査集計結果（弁護士会分）

被害人数 男 女 不 明 被害額合計（円）

59年以前 172 11 63 98 44.2, 182,000 

60年 45 8 29 8 137,857,400 

61年 212 21 116 75 736,780,100 

62年 3,602 285 1,305 2,012 15,880,670,600 

合 計 4,031 325 1,513 2,193 17,197,490,100 

霊感商法被害全困実態調査集計結果（都道府県消費生活センター分）

｀年以前

被害人数 男 女 不 明 被害額合計（円）

3,706 444 2,255 1,007 2,898,646,000 

60年 2,422 322 1,669 431 2,586,949,600 

6 1年 3,996 511 2,863 622 7,585,599,800 

6 2年 424 39 335 50 1,505,281,000 

合 計 10,548 1,316 7,122 2,110 14,576,476,400 

，
 



霊感商法被害全国実態調査地域別集計結果

被害人数 男 女 不明 被害額合計（円）

北海道 1,084 72 395 617 1,681,242,000 

東 北 812 107 578 127 742,269,400 

関 東 7,147 922 4,019 2,206 16,569,707,300 

中 郁 1, 133 46 355 732 2,641,165,900 

近 畿 1,839 242 1,303 294 6,923,755,900 

中 国 931 85 826 20 1,467,203,000 

四 国 463 59 347 57 596, 51 3, 000 

九 州 1,170 108 812 250 1,152,110,000 

合計 14,579 1,641 8,635 4,303 31,773,966,500 

註、本集計結果は、弁護士会分と消費生活センター分を合算したもの。
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1 1 

2
、
霊
感
商
法
の
勧
誘
手
口
と
特
徴

日
前
述
の
全
国
実
態
調
査
な
ど
に
基
づ
き
、
い
わ
ゆ
る
霊
感
商
法
の
勧
誘
手
口
を
ま
と
め
る
と
、
概
ね
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

巾

勧

誘

の

契

機

販
売
員
が
自
宅
を
戸
別
訪
問
し
、
「
手
相
を
無
料
で
見
ま
す
」
「
姓
名
判
断
を
し
て
あ
げ
ま
す
」
な
ど

と
称
し
て
、
運
勢
や
悩
み
事
な
ど
の
話
を
始
め
る
。

ほ
か
に
、
若
年
者
に
対
し
て
は
、
街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
「
宗
教
に
関
心
は
あ
り
ま
す
か
」
「
人
生

に
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
な
ど
と
声
を
か
け
る
事
例
、
友
人
か
ら
「
偉
い
先
生
の
話
が
闘
け
る
」
な
ど

と
い
う
誘
い
に
よ
り
所
定
の
会
場
に
行
く
事
例
な
ど
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
勧
誘
の
契
機
に
つ
い
て
特
徴
的
な
点
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
商
品
販
売
目
的
を
告
げ
な
い
で

勧
誘
を
始
め
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

②

印

鑑

の

販

売

相
談
事
例
の
ほ
と
ん
ど
は
、
最
初
に
印
鑑
セ
ッ
ト
の
購
入
を
勧
誘
さ
れ
て
い
る
。

販
売
員
は
、
手
相
や
姓
名
判
断
の
話
を
通
じ
て
客
や
家
族
の
運
勢
・
家
族
関
係
•
財
産
閲
係
・
悩
み
事

・
病
歴
・
事
故
歴
な
ど
を
詳
細
に
聞
き
出
す
。
そ
し
て
、
「
今
使
っ
て
い
る
印
鑑
は
凶
相
だ
か
ら
不
幸
に

な
る
」
一
病
気
や
不
幸
が
続
く
の
は
先
祖
の
因
緑
が
家
系
に
出
て
い
る
か
ら
だ
」
な
ど
と
、
霊
界
や
因
縁

の
存
在
を
強
調
し
つ
つ
客
の
不
安
を
誘
発
す
る
説
明
を
行
う
。
そ
し
て
「
こ
の
印
鑑
を
買
え
ば
運
勢
が
開

け
る
」
な
ど
と
説
き
、
印
鑑
セ
ッ
ト
の
購
入
を
強
く
勧
め
る
。

印
鑑
セ
ッ
ト
を
販
売
し
た
際
も
、
特
別
の
祈
禰
を
行
っ
た
う
え
で
引
渡
す
旨
説
明
す
る
事
例
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
り
、
商
品
に
特
別
の
霊
的
意
昧
付
け
を
行
っ
て
い
る
。



継
続
的
勧
誘

相
談
事
例
の
大
半
は
、
印
鑑
の
購
入
だ
け
で
な
く
、
壺
、
念
珠
、
多
宝
塔
、
人
参
茶
な
ど
複
数
の
滴
品

て
は
、
京
都
弁
護
士
会
消
費
者
被
害
救
済
セ
ン
タ
ー
が

の
購
入
を
勧
誘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
に
つ
い

相
談
事
例
か
ら
集
計
し
た
「
商
品
別
一
覧
表
」
（
後
掲
）
が
参
考
と
な
る
。

販
売
員
は
、
客
か
ら
闘
き
出
し
た
病
歴
・
事
故
歴
・
悩
み
事
な
ど
に
つ
い
て
、
「
先
祖
の
悪
霊
が
つ
い

て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
因
縁
を
断
ち
切
ら
な
け
れ
ば
家
族
に
不
幸
が
続
く
。
」
な
ど
と
客
の
不
安
を

一
層
強
め
る
説
明
を
行
う
。
そ
の
う
え
で
「
あ
な
た
の
先
祖
の
こ
と
が
分
か
る
偉
い
先
生
が
い
る
の
で
、

一
度
話
を
圃
い
て
み
て
下
さ
い
」
な
ど
と
説
い
て
、
「
霊
場
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
あ
る
い
は
ホ
テ
ル
の
一

室
な
ど
へ
客
を
連
れ
て
行
く
。
な
お
、
販
売
員
は
「
霊
能
者
」
に
よ
る
勧
誘
に
先
立
っ
て
、
客
に
対
し

「
財
を
清
め
て
頂
く
た
め
に
」
な
ど
と
称
し
て
、
客
の
預
貯
金
額
そ
の
他
の
財
産
内
容
を
詳
網
に
申
告
さ

せ
る
。

、
祭
壇
な
ど
を
置
き
宗
教
的
な
独
特
の
雰
囲
気
が
つ
く
り
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
霊

「
霊
湯
」
は

能
者
」
は
、
他
の
販
売
員
か
ら
、
霊
界
の
こ
と
が
分
か
る
「
先
生
」
と
し
て
特
別
に
権
威
づ
け
ら
れ
た
扱

い
を
受
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
霊
能
者
」
に
よ
る
勧
誘
に
際
し
て
は
、
当
初
か
ら
の
販
売
員
を
始
め
一

ー
ニ
名
の
販
売
員
が
客
の
横
に
付
き
添
い
、
勧
誘
の
補
助
を
行
う
。

な
お
、
客
が
高
齢
で
あ
る
な
ど
に
よ
り
外
出
に
応
じ
な
い
場
合
は
、
「
霊
能
者
」
な
い
し

呼
ば
れ
る
者
を
客
の
自
宅
に
連
れ
て
来
て
、
自
宅
で
勧
誘
を
継
続
す
る
事
例
も
あ
る
。
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「商品別一覧表」（京都弁護士会消費者被害救済センター）

~一

購 入 商 品 人数 購 入 商 品 人数

印鑑 1 7 念珠 3 

印鑑＋念珠 2 念珠＋宝珠 1 

印鑑＋宝珠 2 念珠＋壺 1 

印鑑＋壺 50 念珠＋多宝塔 1 

印鑑十人参茶 1 念珠＋仏像 1 

印鑑＋多宝塔 6 念珠＋宝珠十人参茶 1 

印鑑＋ペンダント 1 念珠＋壺十人参茶 3 

印鑑＋念珠＋宝珠 f 1 念珠十壺十多宝塔 1 

印鑑＋念珠＋壺 8 念珠十人参茶＋多宝塔 1 

印鑑＋念珠＋仏像 i 1 念珠＋宝珠＋壺十人参茶 1 

印鑑＋壷＋着物 1 宝珠 1 

印鑑＋壺十人参茶 2 1 I宝珠十人参茶 1 

国1印鑑＋i壺＋多宝塔 2 空一皐土 3 1 

人参茶＋多宝塔 4 壺十人参茶 1 3 

印鑑＋念珠＋壺十人参茶 2 壺十人参茶＋多宝塔 2 
．．． 

印鑑＋念珠＋壺十多宝塔 I 1 壷十人参茶＋家系図

□] 印鑑＋念珠十人参茶＋多宝塔 ！ 1 多宝塔

印鑑＋壺十人参茶＋多宝塔 I 2 多宝塔十人参茶

印鑑＋壺＋家系國十人参茶 2 その他 4 

印鑑＋壺＋コート＋浄水機 1 

印鑑＋家系國十人参茶＋多宝塔 2 

印鑑＋念珠＋壺十人参茶十多宝塔 1 

印鑑＋念珠十人参茶十多宝塔＋絵 1 

印鑑＋墓＋絵＋株式＋御霊示 1 

注 「人参茶」とあるは「高麗人参濃縮液」を示す。
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「
霊
能
者
」
に
よ
る
勧
誘

「
霊
能
者
」
は
客
に
対
し
、
「
あ
な
た
の
先
祖
に
殺
傷
や
色
情
な
ど
の
悪
業
の
因
縁
が
あ
り
、
そ
れ
が

あ
な
た
の
家
系
に
続
い
て
い
る
。
」
「
先
祖
の
因
縁
に
よ
り
家
族
が
早
死
す
る
。
」
「
先
祖
の
霊
が
浮
ば

れ
て
い
な
い
た
め
、
長
男
が
若
死
す
る
。
」
な
ど
と
、
先
祖
の
因
縁
や
霊
に
つ
い
て
具
体
的
に
指
摘
す
る

と
と
も
に
、
現
在
の
不
幸
と
の
結
び
つ
き
を
強
調
す
る
。
「
霊
能
者
」
が
指
摘
す
る
不
幸
や
不
安
は
、
絶

家
す
る
、
早
死
す
る
、
事
故
に
会
う
、
離
婚
す
る
な
ど
、
客
の
家
族
や
家
系
に
関
す
る
問
題
で
多
岐
に
亘

る
が
、
多
く
の
場
合
、
客
が
予
め
販
売
員
に
話
し
て
い
た
家
族
関
係
や
悩
み
事
と
結
び
つ
け
た
も
の
で
あ

る
。

こ
う
し
て
先
祖
の
因
縁
と
家
族
の
不
幸
と
を
説
い
た
う
え
で
、
客
に
対
し
「
悪
い
因
縁
を
断
ち
家
族
が

救
わ
れ
る
た
め
に
は
、
出
家
し
て
供
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
財
産
を
捧
げ
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
商
品
を
買
え
ば
霊
が
救
わ
れ
る
。
」
な
ど
と
迫
り
、
不
幸
を
免
が
れ
る
た
め
に
は

「
霊
能
者
」
が
霊
の
お
告
げ
に
よ
り
指
定
し
た
商
品
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
強
く
勧
誘
す
る
。

そ
し
て
、
客
が
購
入
を
渋
る
と
、
購
入
し
な
か
っ
た
た
め
に
災
禍
に
見
舞
わ
れ
た
人
の
例
だ
と
い
っ
て
ビ

デ
オ
で
見
せ
る
な
ど
し
て
、
あ
く
ま
で
も
購
入
す
る
よ
う
決
断
を
迫
る
。

な
お
、
人
参
濃
縮
液
の
販
売
に
際
し
て
は
、
「
こ
れ
を
飲
め
ば
あ
な
た
の
病
気
は
治
る
。
」
「
ど
ん
な

病
に
も
き
く
。
」
な
ど
と
具
体
的
薬
効
を
説
明
す
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
湯
合
も
、
予
め
販
売
員
が
客
か

ら
闊
い
て
い
た
病
気
な
ど
に
結
び
つ
け
て
、
薬
効
を
具
体
的
に
指
摘
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
長
時
間
に
亘
る
勧
誘
の
結
果
、
客
が
購
入
に
応
ず
る
意
思
を
示
す
と
、
直
ち
に
契
約
書
を

作
成
し
、
手
許
に
あ
る
だ
け
で
も
頭
金
を
支
払
わ
せ
、
さ
ら
に
は
銀
行
預
金
の
解
約
に
同
行
す
る
な
ど
し

て
、
直
ち
に
契
約
を
成
立
さ
せ
、
代
金
支
払
い
も
速
や
か
に
行
わ
せ
る
。



「
霊
場
」
内
で
の
こ
の
よ
う
な
勧
誘
が
、
短
い
例
で
も
二

2
三
時
闘
、
長
い
例
で
は
一

0
時
閥
以
上
あ

る
い
は
深
夜
ま
で
及
ぶ
も
の
も
あ
る
e

購
入
者
と
し
て
は
、
「
霊
場
」
が
外
界
か
ら
遮
断
さ
れ
た
独
特
の

雰
囲
気
に
あ
る
た
め
、
勧
誘
を
受
け
て
い
る
間
の
時
闘
の
感
覚
が
麻
痺
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

ま
た
、
「
霊
能
者
」
か
ら
購
入
を
指
定
さ
れ
る
商
品
は
、
初
め
極
め
て
裏
額
の
も
の
を
指
示
さ
れ
、
支
払

え
な
い
か
ら
と
断
わ
る
と
徐
々
に
減
額
し
た
も
の
を
指
示
す
る
場
合
が
多
い
た
め
、
金
銭
感
覚
も
麻
痺
し

易
い
と
い
う
。

け

具

体

的

被

害

事

例

イ

被

害

者

A

（
五
三
歳
、
女
）
は
、
約
一
年
前
夫
が
病
死
し
た
た
め
娘
と
二
人
暮
ら
し
で
あ
り
、
夫
の

生
命
保
険
金
で
娘
の
大
学
資
金
や
嫁
入
り
資
金
を
ま
か
な
お
う
と
大
切
に
預
金
し
て
い
た
。
あ
る
日
、

娘
の
知
人
を
通
じ
て
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
販
売
員
か
ら
、
「
家
族
の
運
勢
の
こ
と
に
つ
い
て
い
い
話
が

閏
け
る
か
ら
、
是
非
と
も
会
場
へ
来
て
み
て
下
さ
い
」
と
誘
わ
れ
た
。
そ
こ
で

A
は
「
霊
湯
」
と
呼
ば

れ
る
所
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
、
販
売
員
か
ら
家
族
関
係
や
財
産
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
か
れ
た
た
め
、

夫
が
死
亡
し
た
こ
と
や
生
命
保
険
金
が
入
っ
た
こ
と
な
ど
を
話
し
て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
、
先
祖
の
霊

の
こ
と
が
分
か
る
と
い
う
「
先
生
」
が
現
れ
、

A
に
対
し
て
「
お
宅
の
先
祖
は
武
士
で
人
を
切
っ
た
た

め
、
大
変
因
縁
の
深
い
家
系
で
あ
る
。
ご
主
人
が
早
死
さ
れ
た
の
も
そ
の
た
め
だ
。
手
持
ち
の
財
産
を

投
げ
出
し
て
多
宝
塔
を
授
か
り
な
さ
い
。
ご
主
人
や
先
祖
が
こ
れ
を
望
ん
で
い
ま
す
。
今
お
金
を
出
し

お
し
む
と
あ
な
た
も
交
通
事
故
に
会
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
」
な
ど
と
四

l
五
時
閻
に
亘
っ
て
勧
誘
を
続

け
た
。

A
は
、
娘
の
将
来
の
た
め
必
要
な
お
金
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
勧
誘
を
何
度
も
断
わ
っ
た
。
し
か

し
、
販
売
員
や
「
霊
能
者
」
は
、
「
先
祖
の
因
縁
を
絶
つ
の
は
あ
な
た
し
か
い
な
い
。
娘
さ
ん
が
幸
せ

に
な
る
に
は
、
あ
な
た
が
出
家
し
て
尼
に
な
る
か
、
多
宝
塔
を
授
か
る
か
ど
ち
ら
か
を
決
断
し
な
け
れ

16 
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ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
断
わ
っ
て
一
ヶ
月
位
後
に
交
通
事
故
で
死
ん
だ
人
が
実
際
に
居
ま
す
。
」
な

ど
と
、
あ
く
ま
で
も
購
入
を
迫
っ
た
。
そ
の
結
果
、

A
は
一
、
三

0

0
万
円
を
支
払
っ
て
多
宝
塔
を
購

入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
し
ば
ら
く
後
、
再
び
販
売
員
が

A
宅
を
訪
れ
、
「
お
宅
は
因
縁
が
深
い
か
ら
ま
だ
ご
主
人
が

苦
し
ん
で
い
る
。
」
な
ど
と
述
べ
、
も
う
一
度
霊
場
に
行
っ
て
お
祈
り
し
て
も
ら
お
う
と
誘
っ
た
。
霊

楊
で
は
、
再
び
「
霊
能
者
」
か
ら
「
ご
主
人
の
霊
を
救
わ
な
け
れ
ば
、
娘
さ
ん
が
不
幸
に
な
る
。
因
緑

を
絶
っ
た
め
に
は
出
家
し
て
千
日
行
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
代
り
に
裏

麗
人
参
茶
を
毎
日
飲
ん
で
先
祖
の
供
養
を
す
れ
ば
よ
い
。
」
な
ど
と
説
明
し
、
人
参
濃
縮
液
の
購
入
を

勧
誘
し
た
。

A
は
、
前
回
以
上
の
執
拗
な
勧
誘
に
根
負
け
し
、
人
参
濃
縮
液
一
、

0
0
0
万
円
分
を
購

入
し
た
。

ロ
、
被
害
者

B
（
三
三
歳
、
男
）
は
、
心
臓
病
の
持
病
を
抱
え
て
い
る
会
社
員
で
あ
る
。
あ
る
日
販
売
員

が
自
宅
を
訪
問
し
、
「
手
相
を
無
料
で
見
て
あ
げ
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
話
を
始
め
た
。
販
売
員
は
、

手
相
や
姓
名
判
断
の
話
を
し
な
が
ら

B
の
家
族
関
係
や
財
産
関
係
、
病
歴
な
ど
を
詳
し
く
聞
い
た
。
そ

の
際

B
は
、
自
分
の
心
臓
病
の
こ
と
を
話
し
て
し
ま
っ
た
。
販
売
員
は
、
手
相
や
姓
名
判
断
の
結
果

「
お
宅
の
家
系
は
病
気
や
早
死
の
相
が
あ
る
。
こ
の
印
鑑
を
買
え
ば
運
勢
も
よ
く
な
る
。
」
な
ど
と
印

鑑
の
購
入
を
勧
誘
し
た
。

B
は
、
実
印
は
少
し
前
に
買
っ
た
ば
か
り
だ
か
ら
と
断
わ
っ
た
が
、
販
売
員

が
あ
ま
り
に
熱
心
に
長
時
間
勧
誘
す
る
た
め
、
や
む
な
く
認
め
印
だ
け
を
二
万
円
で
購
入
し
た
。

数
日
後
そ
の
販
売
員
は
、
よ
り
詳
し
く
手
相
が
分
か
る
と
い
う
販
売
員
を
連
れ
て
再
び
訪
閥
し
て
来

た
。
販
売
員
ら
は
「
あ
な
た
の
手
相
に
は
不
吉
な
徴
候
が
出
て
い
る
。
お
そ
ら
く
先
祖
の
悪
霊
が
家
系

に
続
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
先
祖
の
霊
の
こ
と
が
分
か
る
偉
い
先
生
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
是
非
会
っ



て
み
て
下
さ
い
。
」
な
ど
と
勧
め
た
。

B
は
、
心
臓
病
の
具
合
も
あ
ま
り
良
く
な
い
の
で
、
霊
場
に
行

く
こ
と
は
何
度
も
断
わ
っ
た
。
し
か
し
、
販
売
員
ら
は
そ
の
後
も
繰
り
返
し

B
宅
を
訪
問
し
、
「
あ
な

た
の
健
康
の
た
め
に
も
一
度
先
生
に
会
っ
て
み
て
下
さ
い
。
」
な
ど
と
熱
心
に
勧
め
た
。
そ
の
結
果
約

二
ヶ
月
後
、
販
売
員
の
案
内
で
霊
揚
に
行
っ
た
。

霊
場
で
は
、
「
霊
能
者
」
と
二
人
の
販
売
員
が

B
を
囲
む
よ
う
に
座
わ
り
、
「
あ
な
た
の
心
臓
病
は

先
祖
の
霊
が
浮
ば
れ
て
い
な
い
た
め
だ
。
あ
な
た
が
出
家
し
て
先
祖
を
供
養
し
な
け
れ
ば
、
心
臓
病
は

直
ら
な
い
。
出
家
が
で
き
な
け
れ
ば
財
産
を
さ
さ
げ
て
壺
を
授
か
り
な
さ
い
。
」
な
ど
と
数
百
万
円
の

壺
を
示
し
て
勧
誘
し
た
。

B
は
、
「
そ
ん
な
に
お
金
が
な
い
か
ら
」
と
断
わ
っ
た
が
、
「
霊
能
者
」
は

お
祈
り
し
て
く
る
と
称
し
て
何
度
も
席
を
は
ず
し
て
は
、
少
し
小
さ
な
壺
で
も
よ
い
か
ら
と
執
拗
に
勧

誘
を
続
け
た
。
こ
う
し
て

B
は
、
霊
楊
内
で
五
時
閥
以
上
の
勧
誘
を
続
け
ら
れ
た
た
め
心
臓
の
具
合
も

心
配
に
な
り
、
こ
れ
以
上
拒
否
し
続
け
て
も
無
理
だ
と
考
え
、
壺
一
個
を
ー
ニ

0
万
円
で
購
入
す
る
こ

と
と
し
た
。
そ
の
後
も
販
売
員
ら
は
、

B
の
心
臓
病
が
早
く
治
る
よ
う
一
緒
に
祈
っ
て
あ
げ
よ
う
な

ど
と
称
し
て
は
自
宅
を
再
三
訪
れ
、
あ
る
い
は
ビ
デ
オ
セ
ン
タ
ー
に
行
く
よ
う
繰
り
返
し
誘
っ
た
た
め
、

B
も
何
度
か
ビ
デ
オ
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た
。

そ
う
す
る
う
ち
、
再
び
霊
場
で
「
霊
能
者
」
か
ら
勧
誘
が
行
わ
れ
た
。
「
霊
能
者
」
か
ら
「
あ
な
た

の
家
系
は
因
縁
が
深
い
の
で
、
壺
だ
け
で
は
因
縁
を
断
ち
切
れ
な
い
。
高
麗
人
参
濃
縮
液
を
買
っ
て
飲

め
ば
、
心
臓
病
も
治
り
ま
す
。
特
別
に
お
祈
り
し
た
人
参
液
だ
か
ら
こ
そ
効
果
が
あ
る
の
で
す
。
」
な

ど
と
人
参
濃
縮
液
の
購
入
を
強
く
勧
め
ら
れ
購
入
し
た
。

口
以
上
の
よ
う
な
勧
誘
に
よ
り
滴
品
を
購
入
し
た
者
の
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

巾

被

害

者

の

特

徴

18 
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相
談
事
例
に
は
、
女
性
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
。
特
に
、
家
族
に
事
故
死
や
病
死
が
あ
る
人
、

夫
と
死
別
や
離
婚
し
た
人
、
妊
娠
中
絶
歴
が
あ
る
人
、
現
に
本
人
や
家
族
が
病
気
が
ち
で
あ
る
人
な
ど
、

何
ら
か
の
心
理
的
不
安
要
素
を
抱
え
て
い
た
人
々
が
多
く
被
害
者
と
な
っ
て
お
り
、
高
年
麗
の
購
入
者
は

資
産
に
応
じ
て
被
害
額
も
一

0
0
0
万
円
を
超
え
る
例
も
多
い
な
ど
高
額
化
す
る
傾
向
が
あ
る
。

図

被

害

者

の

心

情

被
害
者
が
契
約
に
応
じ
た
動
機
と
し
て
は
、
「
霊
能
者
」
か
ら
先
祖
の
因
縁
に
よ
り
不
幸
や
災
禍
が
生

ず
る
旨
指
摘
さ
れ
た
こ
と
に
強
い
不
安
感
を
抱
き
、
契
約
に
応
じ
な
け
れ
ば
自
分
や
家
族
に
災
い
が
及
ぶ

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
、
購
入
に
踏
み
切
っ
た
と
い
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
右
の
よ

う
な
動
機
と
と
も
に
、
「
霊
場
」
内
の
独
特
の
雰
囲
気
や
長
時
間
の
勧
誘
に
圧
倒
さ
れ
、
勧
誘
を
拒
否
で

き
な
い
心
境
に
追
い
込
ま
れ
た
と
い
う
も
の
も
多
い
。

0

被
害
者
の
資
力
と
被
害
額

購
入
商
品
の
種
類
及
び
金
額
は
、
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
概
ね
被
害
者
の
資
力
（
預
貯
金

等
の
流
動
資
産
）
と
被
害
頷
と
が
対
応
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
客
が
予
め
財
産
関
係
を
販
売
員
に
説
明

す
る
と
、
そ
の
財
産
が
残
っ
て
い
る
間
は
次
々
と
萬
額
の
商
品
を
勧
誘
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
従
っ
て
、

勧
誘
の
途
中
で
相
当
強
固
に
購
入
を
拒
否
す
れ
ば
少
額
被
害
で
済
む
楊
合
も
あ
る
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

預
貯
金
の
ほ
と
ん
ど
を
商
品
購
入
に
充
て
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
は
、
土
地
家
屋
な
ど
不
動
産
ま
で
売

却
し
て
代
金
支
払
い
に
充
て
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

商
品
の
価
格
に
つ
い
て
も
、
極
め
て
幅
が
あ
る
。
例
え
ば
、
印
鑑
セ
ッ
ト
は
、
通
常
二

0
万
円
な
い
し

四

0
万
円
で
あ
る
が
、
事
例
に
よ
っ
て
は
二
万
円
か
ら
一

0

0
万
円
以
上
の
場
合
が
あ
る
。
壺
に
つ
い
て

は
、
一

0

0
万
円
か
ら
四

0

0
万
円
位
の
事
例
が
多
い
が
、
六

0
万
円
か
ら
八
五

0
万
円
ま
で
の
幅
が
あ



る
。
多
宝
塔
に
つ
い
て
は
、
五

0

0
万
円
か
ら
一

0
0
0
万
円
位
の
事
例
が
多
い
が
、
二

0

0
万
円
か
ら

三
0
0
0
万
円
以
上
ま
で
幅
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
予
め
客
か
ら
聞
き
出
し
た
資
力
に
応
じ
て
商
品

の
種
類
を
選
択
し
販
売
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
う
え
、
周
等
の
商
品
に
つ
い
て
も
客
の
資
力
に

合
わ
せ
て
弾
力
的
な
価
格
設
定
が
行
わ
れ
て
い
る
疑
い
も
な
し
と
し
な
い
。

曰

そ

こ

で

、

霊

感

商

法

の

特

徴

と

し

て

次

の

よ

う

な

点

が

指

摘

で

き

る

。

巾
~
霊
感
裔
法
被
害
の
最
大
の
特
徴
は
、
全
国
的
に
ほ
と
ん
ど
共
通
の
販
売
体
制
及
び
勧
誘
方
法
が
用
い
ら

れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
前
述
の
勧
誘
の
手
口
は
、
全
国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
相
談
事
例
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
共

通
で
あ
り
、
勧
誘
文
言
ま
で
も
類
似
性
が
強
い
。

ま
た
、
売
買
契
約
の
売
主
た
る
地
位
を
委
託
販
売
員
個
人
名
で
表
示
し
て
い
る
の
が
常
で
あ
り
、
領
収

書
等
の
書
式
も
全
国
的
に
共
通
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
取
扱
い
滴
品
の
中
心
た
る
壺
、
大
理
石
の
多
宝
塔
、
人
参
濃
縮
液
は
、
い
ず
れ
も
輸
入
元
が

株
式
会
社
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ル
ド
で
あ
り
、
卸
元
と
し
て
棘
世
界
の
し
あ
わ
せ
、
帷
世
界
の
し
あ
わ
せ
北
海

道
、
帥
世
界
の
し
あ
わ
せ
東
北
、
棘
世
界
の
し
あ
わ
せ
関
東
、
棘
世
界
の
し
あ
わ
せ
名
古
屋
、
翰
世
界
の

し
あ
わ
せ
大
阪
、
棘
世
界
の
し
あ
わ
せ
広
島
、
棘
世
界
の
し
あ
わ
せ
九
州
な
ど
を
通
じ
て
い
る
。

②

第

二

の

特

徴

は

、

販

売

者

側

の

責

任

主

体

が

不

明

確

な

点

で

あ

る

。

契
約
書
上
売
主
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
委
託
販
売
員
個
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
住
所
が
表
示
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
連
絡
方
法
と
し
て
は
販
売
店
に
対
し
て
行
う
ほ
か
な
い
。

販
売
店
は
、
会
社
か
屋
号
か
不
明
の
も
の
が
多
く
、
代
表
者
の
表
示
も
な
い
。
さ
ら
に
は
、
周
一
商
号

の
販
売
店
が
別
の
所
在
地
表
示
で
活
動
し
て
い
る
例
、
逆
に
、
同
一
所
在
地
に
お
い
て
複
数
の
商
号
が
用

20 
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い
ら
れ
て
い
る
例
、
法
人
登
記
上
の
商
号
と
現
実
に
使
用
し
て
い
る
屋
号
が
異
な
る
例
な
ど
も
あ
る
。

ま
た
、
販
売
店
の
中
に
は
、
数
年
で
事
務
所
を
閉
鎖
し
て
し
ま
っ
て
い
る
例
が
多
く
、
そ
の
後
は
連
絡

先
さ
え
不
明
の
も
の
が
あ
る
。

0

一
般
の
訪
問
販
売
と
対
比
し
て
も
、
客
の
不
安
を
あ
お
る
な
ど
後
述
の
と
お
り
問
題
あ
る
特
徴
点
が
多

3
、
救
済
＊
対
策
の
現
状

日
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
「
印
鑑
、
大
理
石
の
壺
お
よ
び
多
宝
塔
に
関
す
る
調
査
」
〈
昭
和
五
七
年
）
に
よ

る
と
、
昭
和
五
一
年
か
ら
五
七
年
の
閻
に
約
二
千
六
百
件
、
約
一
七
億
円
の
苦
情
や
相
談
が
全
国
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
ま
で
は
い
わ
ゆ
る
霊
感
商
法
（
開
運
商
法
）
と
い
う
手
口
に
着

目
す
る
前
に
被
害
物
品
の
特
殊
性
に
着
目
し
た
類
型
化
が
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
消
費
者
へ
の
情
報

提
供
は
必
ず
し
も
十
分
な
も
の
と
は
言
い
が
た
く
、
被
害
は
潜
在
化
し
た
ま
ま
推
移
し
た
。

各
セ
ン
タ
ー
が
霊
感
商
法
の
手
口
に
着
目
し
て
、
販
売
会
社
や
卸
元
業
者
を
交
渉
相
手
と
し
て
積
極
的
に

対
策
に
乗
り
出
し
た
の
は
お
お
む
ね
昭
和
五
八
年
以
降
で
あ
る
。
し
か
し
、
各
セ
ン
タ
ー
が
相
談
者
の
被
害

事
例
に
つ
い
て
販
売
者
側
に
連
絡
し
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
比
較
的
早
い
時
期
に
解
決
が
実
現
す
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
手
口
の
広
汎
性
や
継
続
性
は
十
分
に
は
顕
在
化
・
表
面
化
し
な
か
っ
た
。

各
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
解
決
例
を
見
る
と
、
相
当
哀
率
の
返
金
が
一
括
又
は
数
回
の
分
割
払
い
で
実
行
さ
れ

て
い
る
例
も
少
な
く
な
い
が
、
返
金
率
に
は
相
当
の
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
六
二
年
に
入
っ
て

被
害
回
復
を
主
張
す
る
件
数
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
返
金
率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
、
事
案
に
よ
っ
て
は
半

年
以
上
の
分
割
払
い
の
例
が
目
立
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。



な
お
、
い
く
つ
か
の
地
域
で
は
か
ね
て
よ
り
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
販
売
業
者
に
対
し
「
問
題
と
さ
れ
る

よ
う
な
販
売
方
法
を
自
粛
す
る
」
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
販
売
業
者
も
自
粛
を
誓
約
し
た
り

し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
厳
守
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
疑
閥
が
あ
る
。

け
、
弁
護
士
会
、
弁
護
士
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
救
済

弁
護
士
に
よ
る
個
別
的
救
済
の
事
例
は
数
年
前
か
ら
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
、
弁
護
士
会
と
し
て
比
較
的

早
い
時
期
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
名
古
屋
弁
護
士
会
で
あ
っ
た
。
周
会
で
は
昭
和
五
九
年
に
、
相
談
日
を

設
定
す
る
な
ど
し
て
被
害
救
済
に
あ
た
っ
て
い
る
。

昨
六
一
年
秋
横
浜
の
弁
護
士
グ
ル
ー
プ
、
本
年
二
月
東
京
の
弁
護
士
グ
ル
ー
プ
等
が
被
害
救
済
に
乗
り
出

し
て
以
来
、
各
地
の
弁
護
士
や
弁
護
士
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
活
発
と
な
っ
た
。

現
在
、
弁
護
士
会
が
関
与
し
て
、
霊
感
裔
法
の
被
害
救
済
の
相
談
窓
口
を
開
く
か
、
相
談
会
を
開
催
し
て

い
る
の
は
、
札
幌
・
埼
玉
•
新
潟
県
・
名
古
屋
・
三
重
・
岐
阜
県
・
金
沢
・
京
都
・
神
戸
・
滋
賀
・
広
島
な

ど
の
各
弁
護
士
会
で
あ
る
。
更
に
、
他
の
弁
護
士
会
に
お
い
て
も
、
同
様
の
準
備
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
右
以
外
の
地
域
に
お
い
て
も
、
仙
台
•
千
葉
・
東
京
・
横
浜
・
大
阪
・
奈
良
•
岡
山
噌
山
口
。
徳

島
＊
香
川
。
熊
本
等
の
各
地
に
弁
護
団
若
し
く
は
弁
護
士
連
絡
会
が
組
織
さ
れ
、
相
互
の
連
携
を
持
ち
つ
つ
、

相
談
・
交
渉
及
び
訴
訟
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
弁
護
士
会
や
グ
ル
ー
プ
に
相
談
の
あ
っ
た
被
害
事
例
に
つ
い
て
は
、
各
地
の
担
当
弁
護
士
が
受
任

し
て
販
売
業
者
と
の
交
渉
に
あ
た
り
、
徐
々
に
合
意
解
約
に
よ
る
解
決
を
見
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
交
渉
が
難
航
す
る
な
ど
し
た
事
例
に
つ
い
て
、
す
で
に
福
岡
・
鳥
取
•
福
井
•
横
浜
・
札
幌
・
広

島
こ
尽
都
・
大
阪
・
東
京
・
千
葉
な
ど
の
地
方
で
民
事
訴
詮
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
提
訴
後
示

談
が
成
立
し
た
り
、
提
訴
後
問
が
な
い
等
の
理
由
で
判
決
を
見
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
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更
に
、
事
案
の
反
覆
性
等
に
着
目
し
て
、
広
島
・
京
都
等
の
弁
護
士
会
で
は
行
政
機
関
に
対
処
を
要
請
し
、

特
に
広
島
で
は
販
売
会
社
に
対
し
て
霊
感
商
法
を
中
止
し
被
害
回
復
に
誠
実
に
応
じ
る
よ
う
勧
告
し
て
い
る
。

曰
、
救
済
活
動
に
対
す
る
組
織
的
妨
害

霊
感
商
法
問
題
は
、
担
当
弁
護
士
や
弁
護
士
会
・
弁
護
士
グ
ル
ー
プ
等
に
対
す
る
様
々
な
い
や
が
ら
せ
や

被
害
者
へ
の
直
接
の
働
き
か
け
に
特
異
性
が
あ
る
。

第
一
に
、
相
談
会
当
日
に
は
販
売
者
側
の
意
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
人
物
が
被
害
者
を
装
っ
て
会
場
内
や

入
口
に
来
て
、
相
談
に
来
た
被
害
者
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
被
害
者
の
中
に
は
「
加
害
者
が
来
て
い
る
」
と
し

て
こ
わ
が
っ
て
弁
護
士
へ
の
依
頼
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
人
も
少
く
な
い
。

第
二
に
、
各
地
の
相
談
窓
口
や
被
害
救
済
活
動
に
た
ず
さ
わ
る
弁
護
士
の
自
宅
等
に
対
し
、
一
日
に
百
本

を
超
え
る
い
や
が
ら
せ
電
話
や
無
言
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
い
る
。
中
に
は
脅
迫
的
言
辞
を
弄
す
る
電
話
も

あ
る
。

第
三
に
、
救
済
活
動
に
た
ず
さ
わ
る
弁
護
士
の
顔
写
真
入
り
の
ビ
ラ
が
、
「
週
刊
思
想
新
聞
」
（
国
際
勝

共
連
合
発
行
）
と
し
て
、
相
談
会
場
入
口
や
街
頭
等
広
汎
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ビ
ラ
及
び
「
世
界
日

報
」
と
い
う
日
刊
紙
上
に
掲
載
さ
れ
る
弁
護
士
及
び
弁
護
士
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
次
の
各
点
で

著
し
く
事
実
を
歪
曲
し
て
い
る
。

①
弁
護
士
の
救
済
活
動
が
あ
た
か
も
政
治
目
的
で
あ
る
か
の
如
き
主
張
を
く
り
か
え
し
て
い
る
。

②
担
当
弁
護
士
を
通
さ
ず
直
接
被
害
者
の
自
宅
に
赴
い
て
直
接
の
低
額
示
談
を
目
指
し
、
提
訴
を
防
止
し

よ
う
と
す
る
販
売
者
側
の
動
き
が
顕
著
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
処
す
る
弁
護
士
の
活
動
を

「
襄
額
被
害
優
先
、
訴
訟
狙
う
」
な
ど
と
し
て
誹
謗
を
く
り
か
え
す
。

救
済
に
た
ず
さ
わ
る
弁
護
士
の
所
属
す
る
弁
護
団
や
過
去
の
担
当
事
件
、
思
想
傾
向
等
に
つ
い
て
極
め



4
、

て
不
正
確
且
つ
偏
見
に
満
ち
た
中
傷
を
く
り
か
え
し
て
い
る
。

第
四
に
、
販
売
者
側
に
お
い
て
、
前
記
ビ
ラ
や
記
事
の
コ
ピ
ー
等
を
救
済
を
求
め
る
依
頼
者
本
人
の
自
宅

に
送
り
つ
け
、
面
会
を
執
拗
に
求
め
る
な
ど
し
て
、
依
頼
者
を
困
惑
畏
怖
せ
し
め
、
弁
護
士
と
の
闘
の
信
頼

関
係
を
傷
つ
け
よ
う
と
す
る
。

第
五
に
、
本
年
五
月
以
降
「
壺
や
多
宝
塔
な
ど
を
授
か
っ
て
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
人
も
い
る
」
と
の
主
張
の

も
と
に
、
「
霊
石
愛
好
会
」
と
称
す
る
団
体
が
相
談
会
場
に
お
し
か
け
た
り
、
数
年
前
の
購
入
者
に
遡
っ
て

そ
の
自
宅
に
執
拗
に
訪
れ
、
弁
護
士
へ
の
相
談
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
説
得
を
く
り
か
え
し
て
い
る
。

な
お
、
広
島
弁
護
士
会
は
前
記
ビ
ラ
に
対
し
て
抗
議
の
趣
旨
で
内
容
証
明
を
発
送
し
て
い
る
。

マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に
対
す
る
組
織
的
攻
撃

霊
感
商
法
の
被
害
実
態
等
に
つ
い
て
は
、
近
時
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
雑
誌
等
で
徐
々
に
報
道
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
報
道
に
対
し
て
極
め
て
顕
著
な
組
織
的
攻
撃
が
な
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
放
送
局
は
、
報
道
の
後
「
霊
石
愛
好
会
」
と
名
乗
る
人
々
な
ど
に
集
団
的
に
押
し
か
け
ら
れ
た
り
、

明
ら
か
に
組
織
的
と
考
え
ら
れ
る
抗
議
や
い
や
が
ら
せ
の
電
話
を
一
定
の
期
間
に
千
件
余
も
集
中
的
に
掛
け
ら

れ
た
り
し
て
い
る
。
週
刊
誌
の
よ
う
に
報
道
機
関
組
織
が
大
き
く
な
い
場
合
に
は
一
時
期
完
全
に
活
動
が
麻
痺

す
る
事
態
さ
え
生
じ
て
い
る
。
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原
因
の
提
示
と
不
安
の
拡
大

不
安
の
自
覚
、
発
見

具

例

(20
代
男
）
あ
な
た
は
四
十
オ
前
後
に
大
き
な
病
気
を
す
る
だ
ろ
う
。

ガ
ン
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

b
、
〈

20
代
女
）
あ
な
た
の
家
系
は
男
児
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
。
あ
な
た
自

身
も
男
児
に
恵
ま
れ
な
い
。

C
、

(30
代
女
）
あ
な
た
は
、
今
、
冬
で
、

1

番
悪
い
所
に
来
て
い
る
。
あ

な
た
の
悪
い
運
勢
が
周
り
の
運
勢
の
弱
い
人
の
所
に
行
く
。

a
、
あ
な
た
の
先
祖
は
武
士
で
、
女
性
に
乱
暴
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
先

祖
の
罪
と
そ
の
女
の
恨
み
が
の
し
か
か
っ
て
い
る
。

b
、
先
祖
が
過
去
に
女
性
を
傷
つ
け
、
苦
し
め
た
こ
と
が
悪
い
因
縁
と
な
っ

a
、

体

25 

三
、
霊
感
商
法
の
構
造

ー
、
不
安
商
法
の
パ
タ
ー
ン

本
商
法
の
大
き
な
特
徴
は
販
売
者
側
が
購
入
者
に
対
し
て
、
積
極
的
に
不
安
感
を
生
ぜ
し
め
て
、
こ
れ
を
契

約
締
結
に
ま
で
追
い
込
ん
で
ゆ
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。
「
不
安
滴
法
」
と
も
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
極
め
て
合
目
的
的
な
構
造
を
も
ち
、
か
つ
心
理
学
的
な
襄
付
け
を

も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

被
害
事
例
を
分
析
す
る
と
次
の
よ
う
に
パ
タ
ー
ン
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



一

翻

意

阻

止

の

手

当

て

~
 

日
、
不
安
の
リ
ス
ト

レ

決
断
の
強

不
安
解
消
手
段
の
提
示

「
ハ
イ
」
と
い

「
ハ
イ
」
と
言
っ

「
色
情
の
気
」
に
対
し
て
、
赤
系
統
の
色
を
し
た
物
を
も
っ
て
い
る
と
、

そ
の
女
の
恨
み
か
ら
救
わ
れ
る
。

b
、
方
法
と
し
て
、
ま
ず
出
家
、
次
に
修
行
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が

や
れ
ま
す
か
。
こ
こ
に
本
当
に
幸
せ
に
な
れ
る
壺
が
あ
る
。

C
、
自
分
の
運
勢
が
周
り
に
行
か
な
い
よ
う
に
、
自
分
を
ガ
ー
ド
す
る
物
を

身
に
つ
け
な
さ
い
c

例
え
ば
印
鑑
゜

a
、
午
後
四
時
半
か
ら
十
二
時
ま
で
説
得
さ
れ
て
、
根
負
け
し
て
、
壺
を
買

う
こ
と
に
つ
き
承
諾
し
た
。

b
、
何
度
も
多
宝
塔
を
さ
ず
か
り
た
い
で
す
か
と
言
わ
れ
、

わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
の
で

た
。

a
、
四

0
日
間
は
悪
い
魔
が
入
り
や
す
い
の
で
誰
に
も
言
わ
な
い
方
が
よ
い
。

b
、
あ
な
た
の
家
族
を
救
う
使
命
が
う
つ
り
大
変
な
こ
と
に
な
る
か
ら
親
に

は
言
わ
な
い
方
が
よ
い
と
言
わ
れ
た
。

a ヽ

て
い
る
。

C
、
身
分
の
高
い
歴
史
の
長
い
家
だ
が
色
欲
因
繰
が
あ
る
。
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販
売
者
は
ま
ず
購
入
者
に
対
し
て
、
当
人
が
諧
在
的
に
ま
た
漠
熱
と
持
っ
て
い
た
将
来
の
不
安
を
は
っ
き

り
自
覚
さ
せ
る
よ
う
な
あ
る
い
は
全
然
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
将
来
の
不
安
を
発
見
さ
せ
る
よ
う
な
告
知
を

行
う
。

注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
不
幸
の
内
容
が
現
代
社
会
に
行
き
て
い
る
私
達
に
と
っ
て
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な

特
殊
な
も
の
で
は
な
く
、
相
当
の
普
遍
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

具
体
例
は
多
々
あ
る
が
、
次
に
、
販
売
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
疑
わ
れ
て
い
る
「
ヨ
ハ
ネ
ト
ー
ク
」
の
中
の
「
お

客
さ
ん
の
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
む
た
め
に
」
に
挙
げ
て
あ
る
項
目
を
記
す
る
。
誰
で
も
、
ど
の
項
目

か
に
は
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
網
羅
的
な
不
安
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
具
体
例
も
、
右
の
い
ず
れ
か
に
あ

て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。

①

自

殺

者

は

い

な

い

か

。

②

精

神

病

者

は

い

な

い

か

。

③
ど
う
い
う
病
死
か
（
ガ
ン
、
心
臓
病
、
脳
障
害
等
〉

④
事
故
因
縁
（
水
死
、
転
落
死
、
交
通
事
故
死
等
）
は
な
い
か
。

⑤
色
情
因
縁
は
で
て
い
な
い
か
。

⑥

水

子

が

な

い

か

。

⑦

家

運

衰

退

で

な

い

か

。

⑥
家
庭
不
和
（
肉
親
血
緑
相
、
因
縁
）
は
な
い
か
。

⑨

女

系

の

家

系

で

は

な

い

か

。

⑩
直
系
の
中
に
養
子
緑
組
が
な
い
か
。

⑪
財
の
因
縁
（
貧
乏
因
縁
ー
が
お
り
て
い
な
い
か
。



⑫
短
命
の
家
系
で
は
な
い
か
（
男
性
、
女
性
別
に
み
て
）

⑬
生
ま
れ
た
年
の
干
支
は
何
か
。
鬼
門
に
あ
た
ら
な
い
か
。

⑭
親
子
関
係
は
良
い
か
（
嫁
と
姑
も
〉

⑮

夫

婦

緑

障

害

の

因

縁

は

な

い

か

。

⑮

結

婚

運

は

ど

う

か

。

⑰

後

家

相

は

で

て

い

な

い

か

。

⑱
武
士
（
殺
傷
）
の
因
縁
は
な
い
か
。

⑲

離

婚

、

再

婚

は

な

い

か

⑳
い
つ
か
ら
後
家
に
な
っ
て
い
る
か
。

⑪

い

つ

か

ら

男

や

も

め

に

な

っ

て

い

る

か

。

＠

蒻

齢

独

身

者

は

い

な

い

か

。

販
売
者
は
後
に
述
べ
る
霊
力
の
あ
る
先
生
に
紹
介
す
る
以
前
に
、
購
入
者
に
家
系
図
を
書
か
せ
、
死
因
や

死
亡
年
齢
を
聞
き
、
又
、
本
人
や
家
族
の
悩
み
を
詳
細
に
聞
き
出
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
に
基
づ
い
て
そ
の

購
入
者
に
最
も
適
切
な
不
安
が
選
択
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

け
、
原
因
の
提
示

次
に
将
来
の
不
安
が
「
客
観
的
」
根
拠
に
基
づ
い
て
生
ず
べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
不
安
の
原

因
の
提
示
で
あ
る
。
不
安
に
原
因
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
購
入
者
の
不
安
は
さ

ら
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

原
因
の
内
容
も
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
で
、
先
祖
が
武
士
で
女
性
を
傷
つ
け
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
罪
が
悪
因
縁

と
し
て
現
在
に
及
ん
で
い
る
と
い
う
類
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
第
一
に
、
確
た
る
資
料
は
何
―
つ
無
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い
が
、
可
能
性
と
し
て
は
直
ち
に
否
定
で
き
な
い
よ
う
な
過
去
の
具
体
的
「
事
実
」
を
挙
げ
、
第
二
に
、
こ

れ
を
論
証
ぬ
き
で
将
来
の
具
体
的
不
安
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

曰
、
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
の
な
さ
れ
る
状
況

次
に
原
因
を
除
去
し
て
不
安
解
消
の
手
段
と
な
る
べ
き
、
壺
や
多
宝
塔
等
の
商
品
の
購
入
が
勧
め
ら
れ
、

さ
ら
に
購
入
意
思
決
定
の
決
断
の
強
制
が
な
さ
れ
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
と
な
る
。

こ
こ
で
、
一
般
の
人
に
当
熱
生
じ
う
る
疑
問
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

将
来
の
不
安
を
生
じ
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
止
む
を
得
な
い
と
し
て
も
、
な
ぜ
、
そ
の
原
因
を
先
祖
の
悪
業

な
ど
が
原
因
と
信
じ
た
の
か
、
さ
ら
に
又
、
そ
の
先
祖
の
悪
業
が
壺
な
ど
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
消

さ
れ
る
と
信
じ
た
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

右
の
疑
問
に
答
え
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
の
な
さ
れ
る
状
況
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か

を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

何
故
な
ら
、
私
達
も
通
常
の
場
所
と
異
な
る
異
様
な
雰
囲
気
の
下
で
は
、
後
で
冷
静
に
な
っ
た
時
不
思
議

と
思
う
よ
う
な
言
勤
を
と
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
経
験
上
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
商
法
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
が
な
さ
れ
る
状
況
の
特
徴
を
挙
げ
て
み
る
。

第
一
に
、
そ
こ
は
外
界
か
ら
隔
離
さ
れ
た
「
霊
場
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
あ
る
。
購
入
者
は
、
最
初
に
近

づ
い
た
販
売
員
か
ら
霊
的
な
能
力
を
持
っ
た
偉
い
先
生
が
あ
な
た
に
会
い
た
が
っ
て
い
る
な
ど
と
言
わ
れ
、

執
拗
に
そ
の
場
所
に
来
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
が
な
さ
れ
る
時
は
、
購
入
者

の
外
は
、
紹
介
者
と
先
生
と
呼
ば
れ
る
霊
能
者
し
か
い
な
い
。

第
二
に
、
説
得
は
、
紹
介
者
と
霊
能
者
が
巧
み
に
役
割
を
分
担
し
て
、
二
人
が
か
り
で
せ
め
た
て
る
。
す

な
わ
ち
、
紹
介
者
は
、
霊
能
者
の
言
う
こ
と
に

1

々
大
袈
裟
に
う
な
づ
い
た
り
、
さ
ら
に
は
、
感
極
ま
っ
て



泣
き
出
す
な
ど
し
て
、
本
当
に
偉
い
霊
能
者
で
あ
る
こ
と
を
購
入
者
に
信
じ
さ
せ
る
べ
く
熱
演
を
ふ
る
う
の

で
あ
る
。

第
三
に
、
購
入
者
に
決
断
を
迫
る
べ
く
し
ば
し
ば
長
時
閻
拘
束
す
る
。
購
入
者
が
購
入
を
承
諾
し
な
い
場

合
は
、
帰
ろ
う
と
し
て
も
、
な
ん
と
か
か
ん
と
か
言
っ
て
は
引
き
止
め
、
説
得
を
何
度
で
も
繰
り
返
す
。

以
上
の
よ
う
な
繰
り
返
し
、
さ
ら
に
は
、
壺
等
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
こ
と
を
説
得
す
る
ビ
デ
オ
を
見
せ
る

等
視
聴
覚
に
訴
え
、
最
終
的
に
、
冷
静
な
判
断
力
を
麻
痺
さ
せ
ら
れ
て
購
入
を
承
諾
す
る
に
至
る
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
翻
意
阻
止
の
手
当
て

こ
れ
に
は
短
期
、
長
期
二
つ
の
ね
ら
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
短
期
的
に
は
、
具
体
例
に
あ
る
よ
う
に
一

定
期
日
は
誰
に
も
い
う
な
と
注
意
し
て
、
訪
問
販
売
法
の
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
閻
を
徒
過
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
長
期
的
に
は
、
購
入
者
に
宣
伝
誌
を
送
付
し
た
り
、
ビ
デ
オ
セ
ン
タ
ー
に
誘
っ
た
り
し
て
、

購
入
商
品
の
価
値
を
疑
う
よ
う
に
な
る
こ
と
を
阻
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。

固
、
欺
岡
性
、
脅
迫
性
と
の
関
連

本
滴
法
の
プ
ロ
セ
ス
を
欺
岡
性
、
脅
迫
性
と
の
観
点
で
検
討
す
る
と
、

第
一
に
、
欺
岡
性
は
、
「
原
因
の
提
示
」
及
び
「
不
安
解
消
手
段
の
提
示
」
に
於
い
て
、
最
も
顕
著
に
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
に
、
脅
迫
性
は
、
将
来
の
不
安
の
告
知
及
び
決
断
の
強
制
の
際
に
最
も
強
く
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

従
っ
て
、
不
安
滴
法
は
、
周
時
に
詐
欺
商
法
で
あ
り
、
又
、
磁
喝
商
法
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
、
個
別
的
に
見
れ
ば
、
欺
岡
性
、
脅
迫
性
の
程
度
は
、
購
入
者
の
対
応
に
よ
っ
て

1

様
で
な
く
、

と
く
に
欺
岡
の
程
度
が
強
い
場
合
は
脅
迫
の
必
要
が
な
い
場
合
も
あ
る
。
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因
、
不
安
藤
法
の
違
法
性

以
上
の
考
案
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
本
商
法
の
特
徴
は
二
つ
あ
る
。

ー
つ
は
、
人
の
不
安
を
最
大
限
に
販
売
目
的
に
利
用
し
て
い
る
点
で
、
人
権
侵
害
的
商
法
で
あ
る
と
い
う

こ
と
。

今
―
つ
は
、
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
裔
品
購
入
に
ま
で
至
る
手
口
が
裔
度
に
熟
練
さ
れ
た
パ
タ
ー
ン
化
が
な
さ

れ
て
い
て
、
組
織
的
、
計
画
的
な
商
法
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

2
、
不
安
商
法
の
心
理
学
的
検
討

本
商
法
の
「
不
安
」
の
構
造
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
極
め
て
合
目
的
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
少
し
心
理
学
的

に
検
討
し
て
み
よ
う
。

日
、
ま
ず
不
安
の
定
義
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
明
確
に
定
義
づ
け
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。
あ
え
て
い
う
な
ら

ば
、
不
安
と
は
条
件
づ
け
ら
れ
た
情
動
又
は
、
学
習
さ
れ
た
動
因
で
あ
り
、
砥
怖
に
類
似
す
る
も
の
と
い
う

操
作
的
定
義
を
用
い
る
他
な
い
で
あ
ろ
う
。

け
、
人
は
不
安
を
感
じ
た
場
合
、
ま
ず
第
一
に
こ
の
不
安
な
気
持
を
押
し
殺
し
て
、
自
己
の
意
識
に
昇
ら
せ
な

い
よ
う
に
し
よ
う
と
努
力
す
る
。

こ
れ
を
フ
ロ
イ
ト
は
「
抑
圧
」
と
称
し
て
他
と
分
類
し
、
自
己
の
心
的
破
局
を
回
避
す
る
防
衛
機
制
の
一

種
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
も
し
、
不
安
の
程
度
が
裏
く
、
防
衛
機
制
も
働
か
な
い
と
す
れ
は
、
そ
の
人
は
、

い
わ
ゆ
る
神
経
症
と
な
り
、
頭
・
肩
・
腕
等
の
ふ
る
え
、
又
、
食
欲
不
振
、
は
き
気
、
下
痢
等
身
体
各
郁
の

緊
張
、
焦
繰
感
、
疲
労
感
、
睡
眠
障
害
な
ど
が
表
わ
れ
る
。
更
に
そ
れ
が
悪
化
す
る
と
、
自
立
神
経
系
、
特

に
交
換
神
軽
系
の
緊
源
の
高
ま
り
を
中
心
と
す
る
、
全
般
的
な
神
経
系
の
異
常
を
き
た
す
こ
と
と
な
る
。

曰
、
も
っ
と
も
、
た
と
え
「
抑
圧
」
に
よ
り
、
自
我
の
防
衛
機
制
が
働
い
た
と
し
て
も
、
こ
れ
は
一
時
的
に
問



題
を
意
識
面
か
ら
排
除
す
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
真
の
問
題
解
決
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
霊
感
滴
法
の

被
害
者
が
、
訪
れ
た
販
売
員
に
、
「
あ
な
た
は
四

0
歳
前
後
に
大
き
な
病
気
を
す
る
だ
ろ
う
。
」
と
言
わ
れ

て
も
、
一
時
的
に
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
不
安
を
押
し
殺
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、

人
に
よ
っ
て
そ
の
程
度
は
異
な
る
が
、
不
安
を
完
全
に
消
失
さ
せ
、
従
前
と
周
じ
精
神
状
態
を
回
復
で
き
る

人
は
決
し
て
多
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
人
が
、
意
見
が
通
じ
あ
え
る
家
庭
あ
る
い
は
友
人
等
の
集
団
の
中
に
い
て
、
そ
の
集
団
の
構
成
員
閻

に
コ
ミ
ュ
―
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
閥
題
に
直
面
し
た
人
に
対

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
集
中
し
、
結
局
そ
の
人
は
集
団
の
考
え
方
等
に
同
調
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な

り
、
不
安
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
集
団
の
、
個
人
に
対
す
る
影
響
は
、
決
し
て
小
さ
く
な
い
こ
と
を

社
会
心
理
学
は
教
え
て
く
れ
る
。
本
商
法
の
場
合
、
壺
や
多
宝
塔
を
売
る
際
、
販
売
員
は
一
様
に
「
他
人
に

話
す
と
こ
利
益
が
な
く
な
る
。
」
と
口
止
め
を
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ず
る
の
を
阻
ん
で
い
る
。

四
、
と
こ
ろ
で
、
「
不
安
」
は
、
行
動
理
論
あ
る
い
は
学
習
理
論
か
ら
は
二
次
的
動
因
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
即

ち
、
飢
え
、
渇
き
な
ど
の
よ
う
な
生
得
的
な
も
の
で
は
な
く
、
経
験
あ
る
い
は
学
習
に
よ
り
得
ら
れ
た
動
因

で
あ
る
。
例
え
ば
金
銭
欲
と
い
う
も
の
は
経
験
の
賜
で
あ
り
、
二
次
的
動
因
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
人

は
眼
前
に
多
額
の
金
銭
を
呈
示
さ
れ
る
と
「
欲
し
い
」
と
思
う
。
本
滴
法
に
置
き
替
え
て
説
明
す
る
と
、
通

常
自
分
の
使
用
し
て
い
る
印
鑑
を
眼
の
葡
に
し
て
も
、
特
段
何
の
欲
求
も
生
じ
な
い
。
し
か
し
、
セ
ー
ル
ス

マ
ン
に
「
あ
な
た
の
よ
う
に
、
短
い
寸
法
の
印
鑑
を
持
っ
て
い
る
と
短
命
だ
。
」
と
指
摘
さ
れ
、
「
実
例
」

を
あ
げ
て
説
明
さ
れ
る
。
す
る
と
自
分
は
も
し
か
す
る
と
長
生
き
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

「
不
安
」
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
不
安
」
は
生
得
的
な
も
の
で
は
な
く
、
二
次
的
動
因
と
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
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一
定
の
反
応
が
惹
起
さ
れ
る
に
は
、
特
定
の
動
因
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
。
行
動
学
的
に
み
る
と
、

一
定
の
行
動
に
は
、
そ
の
前
に
特
定
の
動
因
が
発
生
し
て
い
る
。
例
え
ば
採
食
行
動
に
は
、
飢
え
と
い
う
動

因
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
本
商
法
の
場
合
、
印
鑑
・
壺
等
を
購
入
す
る
行
動
を
惹
起
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ

の
人
を
十
分
に
「
不
安
」
に
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

一
勿
論
、
生
活
道
具
と
し
て
、
あ
る
い
は
美
術
工
芸
品
と
し
て
の
用
途
も
考
え
ら
れ
る
が
、
少
く
と
も
本
商

法
は
そ
の
よ
う
な
売
り
方
を
し
て
い
な
い
の
で
考
慮
し
な
い
。
）
そ
の
人
を
十
分
に
「
不
安
」
に
陥
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
印
鑑
、
壺
を
購
入
す
る
動
因
と
な
っ
て
、
現
実
に
購
入
す
る
行
動
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

固
、
「
不
安
」
は
ど
う
し
た
ら
形
成
で
き
る
の
か
。
典
型
的
な
形
成
技
法
と
し
て
次
の
よ
う
な
方
法
が
あ
げ
ら

れ
る
。

①
、
ま
ず
人
を
不
安
に
陥
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
不
安
は
人
間
の
、
よ
り
基
本
的
な
問
題
に
か
か
わ
る
も

の
で
あ
る
方
が
不
安
の
程
度
は
重
く
な
る
。
と
る
に
足
ら
な
い
程
度
の
不
安
を
感
じ
た
だ
け
で
は
行
動

（
反
応
〉
の
動
因
と
は
な
り
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
本
商
法
の
場
合
、
人
の
生
死
、
衰
亡
、
病
気
、
離
婚

等
、
人
間
が
生
き
て
い
く
う
え
で
極
め
て
根
本
的
な
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て

感
じ
る
不
安
も
探
刻
な
も
の
と
な
る
。

②
、
人
の
感
覚
の
及
ば
な
い
こ
と
、
又
理
由
の
判
明
し
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
り
不
安
を
形
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
か
つ
て
人
は
細
菌
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
疫
病
が
流
行
し
た
と
き
、
何
か
の
祟
り

だ
と
し
て
恐
怖
に
お
の
の
い
た
。
本
商
法
も
同
様
で
あ
り
、
被
害
者
の
家
系
上
何
人
か
が
若
く
し
て
死
亡

し
て
い
た
場
合
な
ど
、
合
理
的
な
説
明
が
つ
か
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
、
不
安
感
を
い
だ
か
せ
る
。

我
々
は
、
科
学
的
・
合
理
的
に
説
明
で
き
る
こ
と
に
安
堵
感
を
覚
え
る
c

即
ち
、
現
代
の
合
理
主
義
と

さ
て
、
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襄
腹
を
な
す
部
分
に
つ
い
て
は
非
常
な
不
安
を
も
つ
の
で
あ
る
。

0
、
人
の
知
ら
な
い
知
識
と
か
弱
点
を
指
摘
す
る
こ
と
は
、
不
安
を
形
成
す
る
技
法
の
ー
つ
で
あ
る
。

例
え
ば
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
に
よ
り
、
胸
の
陰
影
を
指
摘
さ
れ
る
と
普
通
の
人
は
不
安
を
覚
え
る
。
本
商

法
の
場
合
、
前
記
口
や
、
次
に
述
べ
る
二
に
関
連
す
る
が
、
例
え
ば
被
害
者
に
家
系
因
を
書
か
せ
て
み
て
、

そ
の
人
自
身
の
、
あ
る
い
は
そ
の
人
の
家
系
上
連
が
り
の
あ
る
人
に
つ
い
て
、
そ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
、

あ
る
い
は
気
に
も
し
て
い
な
か
っ
た
事
を
指
摘
し
、
認
識
さ
せ
る
こ
と
、
又
遠
い
先
祖
が
武
士
で
あ
り
、

人
を
殺
し
て
い
る
こ
と
が
現
在
子
供
に
恵
ま
れ
な
い
原
因
な
の
だ
と
い
う
知
識
を
植
え
つ
け
る
方
法
に
よ

っ
て
、
人
を
不
安
に
陥
れ
る
の
で
あ
る
。

関
、
因
果
関
係
の
設
定

例
え
ば
、
鳥
籠
の
中
の
小
鳥
が
一
羽
死
亡
し
た
直
後
に
、
家
族
の
一
人
が
転
倒
し
て
か
す
り
傷
を
負
っ

た
。
一
週
閻
後
に
又
小
鳥
が
一
羽
死
亡
し
、
そ
の
翌
日
、
家
族
が
交
通
事
故
に
遭
っ
た
。
次
に
又
小
鳥
が

死
亡
し
た
。
人
は
非
常
な
不
安
を
覚
え
る
。
本
商
法
に
お
い
て
も
「
色
情
因
縁
」
だ
と
か
、
「
先
祖
の
た

た
り
」
だ
と
か
勝
手
に
因
果
関
係
を
設
定
し
て
人
を
不
安
に
陥
れ
て
い
る
。

⑮
、
最
後
に
く
り
返
し
同
じ
情
報
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
不
安
を
形
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
三
人
市
虎
を
な
す
」
と
い
う
諺
が
あ
る
が
、
同
一
の
情
報
を
手
を
代
え
、
品
を
代
え
て
投
与
し
続
け

る
と
、
人
は
本
当
に
そ
う
な
の
か
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
本
商
法
に
お
い
て
も
、
手
相
や
印
相

を
観
て
、
害
悪
の
発
生
あ
る
い
は
そ
の
危
険
性
を
告
知
し
、
印
鑑
を
買
わ
せ
る
。
そ
の
後
再
訪
し
、
印
鑑

を
買
っ
た
だ
け
で
は
因
緑
は
切
れ
な
い
と
、
又
害
悪
の
発
生
を
予
告
す
る
。
あ
る
い
は
、
訪
問
し
て
、
そ

の
人
が
よ
か
ら
ぬ
現
状
に
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
あ
と
、
今
度
は
被
害
者
を
霊
場
へ
連
れ
て
ゆ
き
、
「
先

生
」
と
呼
ぶ
人
に
同
様
の
害
恩
発
生
の
危
険
性
を
告
知
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
く
り
返
し
技
法
に
よ
っ
て
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人
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
不
安
を
植
え
つ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

因
、
以
上
に
述
べ
た
と
お
り
、
本
商
法
は
極
め
て
計
画
的
に
人
に
不
安
を
植
え
つ
け
、
助
長
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
物
品
を
購
入
さ
せ
る
と
い
う
一
定
の
行
動
（
反
応
〉
を
惹
起
さ
せ
て
い
る
も
の
と
心
理
学
的
に
分
析
さ

れ
る
。

3
、
不
安
商
法
の
構
造
を
こ
の
よ
う
に
検
討
し
て
み
て
言
え
る
こ
と
は
、
こ
の
滴
法
に
よ
る
購
入
者
、
即
ち
被
害

者
は
、
決
し
て
特
別
の
弱
点
を
持
っ
て
い
る
人
で
は
な
く
て
、
普
通
の
人
が
誰
で
も
被
害
者
に
な
り
う
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
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四

、

霊

感

裔

法

の

暴

利

行

為

性

ー

、

霊

感

商

法

は

被

害

者

の

不

安

状

態

に

乗

じ

て

巨

利

を

博

す

る

商

法

で

あ

り

暴

利

行

為

と

い

え

る

。

こ

の

暴

利

行

為

で

あ

る

こ

と

を

主

観

的

要

件

と

客

観

的

要

件

に

分

け

て

検

討

す

る

。

2
、

主

観

的

要

件

と

は

弱

者

的

地

位

に

あ

る

被

害

者

の

不

安

状

態

に

乗

じ

て

契

約

し

た

か

と

い

う

点

で

あ

る

。

霊

感

商

法

は

加

害

者

が

密

室

に

お

い

て

異

常

な

宗

教

的

雰

囲

気

の

中

で

、

予

め

知

り

得

た

被

害

者

の

自

己

ま

た

は

親

族

の

悩

み

を

殊

更

に

先

祖

の

霊

と

結

び

つ

け

、

単

な

る

悩

み

を

避

け

難

く

耐

え

難

い

不

安

や

盈

怖

へ

と

裏

め

て

、

先

祖

の

霊

を

救

い

自

己

ま

た

は

親

族

の

生

命

健

康

を

保

持

す

る

た

め

に

欠

く

べ

か

ら

ざ

る

も

の

と

し

て

壺

、

多

宝

塔

な

ど

を

大

金

に

て

買

わ

せ

よ

う

と

す

る

も

の

で

あ

る

。

こ

れ

は

、

ま

さ

に

加

害

者

が

被

害

者

の

陥

っ

た

極

度

の

不

安

状

態

を

利

用

し

て

契

約

さ

せ

よ

う

と

す

る

も

の

で

あ

る

か

ら

右

主

観

的

要

件

を

十

分

満

足

さ

せ

る

も
の
と
い
え
る
。

3
、

次

に

客

観

的

要

件

と

は

契

約

当

事

者

の

1

方

が

自

己

の

給

付

に

比

し

て

不

当

に

大

き

な

財

産

的

利

益

を

あ

げ

て

い

る

か

と

の

観

点

で

あ

る

が

、

霊

感

商

法

は

右

要

件

を

も

充

足

し

て

い

る

と

い

え

る

。

日

、

国

民

生

活

セ

ン

タ

ー

が

昭

和

五

七

年

ー

一

月

に

ま

と

め

た

調

査

結

果

及

び

昭

和

六

一

年

に

神

奈

川

県

消

費

生

活

課

が

集

計

し

た

被

害

実

態

調

査

結

果

に

よ

れ

ば

印

鑑

等

の

平

均

販

売

価

格

は

次

の

と

お

り

で

あ

る

。



ま
た
人
参
濃
縮
液
は
一
本
三

0

0
グ
ラ
ム
金
八
万
円
と
し
て
、
何
本
も
被
害
者
が
購
入
さ
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
て
い
る
a

こ
れ
に
対
し
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
印
鑑
一
ケ
ー
ス
の
原
価
は
金
一
万
三
、
八

0

0
円
で

あ
り
、
ま
た
韓
国
内
で
の
平
均
販
売
価
格
は
壺
が
金
三
万
円
、
多
宝
塔
が
金
六

0
万
円
及
び
人
参
濃
縮
液
が

金
一
万
三
、

0
0
0
円
と
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
多
少
時
期
的
に
は
古
い
が
、
霊
感
商
法
に
使
用
さ
れ

る
壺
を
韓
国
か
ら
輸
入
す
る
際
に
犯
さ
れ
た
、
外
国
為
替
管
理
法
違
反
被
告
事
件
に
関
す
る
神
戸
地
方
裁
判

所
の
記
録
に
は
東
京
の
幸
世
商
事
株
式
会
社
（
後
に
株
式
会
社
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ル
ド
に
商
号
変
更
）
が
一
信

石
材
工
芸
株
式
会
社
か
ら
大
理
石
の
壺
を
一
七
ド
ル
か
ら
一
九
ド
ル
の
価
格
で
輸
入
し
た
こ
と
が
明
白
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
当
時
（
昭
和
四
七
年
）
の
米
国
ド
ル
と
し
て
円
換
算
す
れ
ば
、
大
理
石
の
壺
は
一
個
金
六
、

ーニ
0
円
か
ら
金
六
、
八
四

0
円
で
輸
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
株
式
会
社
大
丸
京
都
支
店
に
お
け
る
昭
和
六
一
年
一

0
月
二
五
日
付
評
価
書
に
よ
れ
ば
、
一
般
市
場

で
の
大
理
石
の
壺
の
小
売
価
格
は
金
五
万
円
か
ら
一

0
万
円
程
度
で
あ
る
と
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
同
種
の
壺
は
、
複
数
の
美
術
工
芸
品
の
販
売
店
の
評
価
に
よ
っ
て
も
販
売
価
格
は
右
大
丸
京
都
支

店
の
評
価
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

け
、
以
上
の
よ
う
に
印
鑑
等
の
原
価
は
販
売
者
が
明
ら
か
に
し
な
い
た
め
定
か
で
は
な
い
が
、
少
く
と
も
原
価

の
五
倍
以
上
数
十
倍
を
超
え
る
値
段
で
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

・
文
芸
春
秋
昭
和
五
九
年
七
月
号
誌
上
に
お
い
て
、
副
島
嘉
和
氏
は
、
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ル
ド
本
社
経
理
担
当

濫
口
志
津
氏
が
昭
和
五
五
年
一

0
月
会
計
会
議
で
行
っ
た
発
言
資
料
を
引
用
し
て
、
左
記
の
表
の
と
お
り
壺

な
ど
の
滴
品
が
原
価
の
六
倍
か
ら
五

0

0
倍
も
の
価
格
で
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

淡し
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宝
塔

人
参

~
 

品
種

印
鑑

010 

39 

0
0
0
円

0
0
0
円

0
0
0
円

エ
キ
ス

1

l
 
1
 

常
識
的
に
考
え
て
も
大
理
石
の
壺
は
手
造
り
の
要
素
は
乏
し
く
ロ
ク
ロ
に
よ
る
大
量
生
産
で
規
格
化
さ
れ

た
滴
品
で
あ
り
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
調
査
結
果
の
よ
う
に
平
均
一
個
当
り
金
ー
ニ
五
万
円
で
販
売

さ
れ
て
い
る
の
は
通
常
の
売
買
契
約
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

曰
、
判
例
で
は
代
物
弁
済
契
約
に
関
し
債
権
額
か
ら
見
て
代
物
の
価
格
が
四
倍
ま
で
は
公
序
良
俗
に
反
し
な
い

が
（
最
判
三
五
＊
六
こ
こ
、
五
倍
を
超
え
る
場
合
に
は
暴
利
行
為
と
し
て
公
序
良
俗
違
反
と
判
断
さ
れ
る

（
最
判
二
七
。
一
―
・
ニ

0
、
最
判
三
二
。
ニ
・
一
五
〉
こ
と
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

従
っ
て
前
記
の
よ
う
に
原
価
の
五
倍
を
は
る
か
に
超
え
る
価
格
で
印
鑑
等
が
販
売
さ
れ
て
い
る
の
は
販
売

者
側
が
不
当
な
財
産
的
利
益
を
得
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

4
、
以
上
の
理
由
か
ら
霊
感
滴
法
は
被
害
者
の
不
安
状
態
に
乗
じ
て
巨
利
を
博
す
る
行
為
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
暴

利
行
為
と
し
て
公
序
良
俗
に
反
す
る
無
効
な
契
約
と
考
え
ら
れ
る
。

原
価

九
•
四
五
％

．
 

率

率

販

売

事

例

ー

ー

：

一

七

％

い

[

-

叶

江

」

艮

。

心

0
国

0
0
0

爪

顆

粒

1

、
七

0

0
↓

-
0
、

．
 

一

四

0

0
倍

‘

五

、

0
0
0
円
↓
二
、

0
0
0
、

.1;,＇
，

9

4

:

＇

，

 

五
0

0
倍

ー

0

0
、
0
0
0
円
↓
五

0
、
0
0
0
、

ー

一

ー

ー

ー

ー

ー

'

.

i

・・

0
0
0
円

0
0
0
円
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五
、
霊
感
商
法
の
法
的
問
題
点

ー
、
詐
欺

本
件
商
法
で
は
、
既
に
再
三
論
じ
て
き
た
よ
う
に
販
売
者
が
手
相
や
印
相
判
断
が
で
き
る
者
と
し
て
消
費
者

に
接
近
し
て
不
安
感
を
与
え
、
又
「
霊
能
者
」
と
よ
ば
れ
る
者
が
加
わ
り
、
「
霊
感
に
よ
る
」
と
か
、
「
病
気

に
な
る
の
は
先
祖
が
武
士
で
人
を
た
く
さ
ん
あ
や
め
て
い
る
か
ら
」
等
申
し
向
け
て
消
費
者
に
具
体
的
不
安
や

恐
怖
心
を
抱
か
せ
た
上
、
こ
れ
か
ら
逃
れ
る
方
法
と
し
て
「
御
先
祖
様
が
壺
を
授
か
り
た
い
と
泣
い
て
い
る
」

等
申
し
向
け
て
そ
の
旨
信
じ
さ
せ
て
購
入
を
迫
る
の
が
通
常
で
あ
る
。

霊
能
者
役
を
演
ず
る
者
は
他
の
者
へ
の
販
売
の
場
合
に
は
一
般
の
販
売
員
に
も
な
る
な
ど
互
い
に
役
割
り
を

交
替
し
て
演
じ
て
い
る
。
又
霊
能
者
役
を
演
ず
る
者
は
、
予
め
販
売
員
が
消
費
者
か
ら
聞
き
出
し
た
家
庭
事
情

等
を
予
め
販
売
員
か
ら
詳
し
く
闘
い
て
お
き
、
こ
れ
を
さ
も
霊
場
に
お
い
て
霊
感
に
よ
っ
て
言
い
当
て
た
か
の

如
く
振
舞
う
こ
と
や
、
消
費
者
に
は
御
先
祖
様
に
あ
っ
て
く
る
旨
の
べ
て
席
を
立
ち
な
が
ら
、
そ
の
実
タ
ワ
ー

長
と
呼
ば
れ
る
者
か
ら
販
売
方
法
の
指
導
を
う
け
て
い
る
こ
と
、
そ
の
他
、
販
売
員
が
霊
能
者
役
と
か
け
あ
い

漫
才
よ
ろ
し
く
や
る
な
ど
、
消
費
者
を
誤
信
さ
せ
る
た
め
の
様
々
な
演
出
が
な
さ
れ
て
い
る
。

右
の
よ
う
に
本
件
は
積
極
的
に
詐
術
を
用
い
、
被
害
者
に
対
し
、
印
鑑
・
壺
等
を
購
入
し
な
け
れ
ば
不
幸
に

見
舞
わ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
購
入
す
れ
ば
そ
れ
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
旨
誤
信
さ
せ
て
、
売
買
代
金
名
下
に
多
額
の

金
員
を
詐
取
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
か
か
る
売
買
契
約
は
詐
欺
に
因
る
意
思
表
示
と
し
て
民
法
九
六
条
に
よ

り
取
消
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

2
、
強
迫

又
本
件
勧
誘
に
お
い
て
は
、
販
売
員
ら
は
被
害
者
の
自
宅
や
霊
楊
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
長
時
醐
被
害
者
を
取

り
囲
む
な
ど
し
て
、
前
記
の
よ
う
な
言
動
を
用
い
て
被
害
者
に
強
い
不
安
感
を
与
え
た
上
、
壺
等
を
購
入
し
な



け
れ
ば
被
害
者
や
そ
の
家
族
に
い
か
な
る
災
厄
や
不
幸
が
及
ぶ
か
も
知
れ
な
い
旨
被
害
者
に
告
げ
て
、
も
っ
て

被
害
者
を
畏
怖
せ
し
め
て
売
買
代
金
名
下
多
額
の
金
員
を
交
付
さ
せ
て
お
り
、
か
か
る
所
為
は
強
迫
に
因
る
意

思
表
示
と
し
て
民
法
九
六
条
に
よ
り
取
消
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

3
、
訪
閥
販
売
に
関
す
る
規
制
法
規
違
反

日
、
本
件
被
害
の
端
緒
は
大
半
の
事
案
に
お
い
て
は
、
手
相
と
か
印
相
を
見
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
と
家
庭
訪
問
し

て
印
鑑
等
を
販
売
す
る
も
の
で
、
典
型
的
な
訪
問
販
売
で
あ
る
。

又
、
ひ
と
た
び
印
鑑
等
を
購
入
さ
せ
る
や
、
霊
能
者
に
会
わ
せ
る
な
ど
を
口
実
に
被
害
者
を
「
霊
楊
」
と

呼
ば
れ
る
場
所
に
誘
い
出
し
、
そ
こ
で
は
霊
能
者
役
の
者
も
加
わ
っ
て
、
壺
・
多
宝
塔
等
を
購
入
を
さ
せ
て

い
る
。
あ
る
い
は
路
上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
口
実
に
呼
び
と
め
て
販
売
場
所
に
連
れ
出
し
た
り
、
氏
名
・
住

所
等
を
圃
き
出
し
た
上
、
後
日
電
話
等
で
呼
び
出
す
こ
と
も
多
く
、
又
友
人
、
親
戚
関
係
を
利
用
し
て
手
相

見
を
口
実
に
誘
い
出
す
場
合
も
多
い
。
こ
う
し
た
消
費
者
と
の
接
触
・
販
売
形
態
は
、
家
庭
訪
問
販
売
と
同

様
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
不
意
打
ち
的
で
閉
鎖
的
取
引
方
法
で
あ
り
、
又
強
引
で
詐
欺
的
勧
誘
が
な
さ
れ
や

す
く
、
い
わ
ゆ
る
訪
問
販
売
の
一
形
態
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
。

訪
閥
販
売
に
対
し
て
は
、
訪
問
販
売
法
が
適
用
さ
れ
る
。
又
、
昭
和
六

0
年
―
一
月
四
日
、
豊
田
商
事
事

件
を
契
機
の
一
っ
と
し
て
「
訪
問
販
売
法
第
一
条
の
趣
旨
に
則
り
訪
問
販
売
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
情
報
を
一

般
消
費
者
、
関
係
行
政
機
関
等
へ
提
供
す
る
も
の
」
と
し
て
設
け
ら
れ
た
「
訪
問
販
売
ト
ラ
ブ
ル
情
報
提
供

制
度
」
に
お
い
て
明
示
さ
れ
て
い
る
後
述
の
不
当
な
取
引
方
法
及
び
、
滋
賀
県
等
地
方
自
治
体
の
消
費
者
保

護
条
例
に
お
い
て
、
不
当
な
取
引
方
法
と
し
て
定
め
る
行
為
に
該
当
す
る
行
為
は
、
社
会
通
念
上
販
売
活
動

と
し
て
許
容
さ
れ
な
い
行
為
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

け
、
販
売
目
的
開
示
義
務
違
反

42 



右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
販
売
業
者
（
委
託
販
売
員
、
紹
介
者
役
の
者
も
含
む
〉
は
、
消
費
者
に
印
鑑
・
壺

等
の
購
入
を
勧
め
る
前
に
、
手
相
や
印
相
を
み
て
あ
げ
る
と
近
づ
き
、
あ
る
い
は
消
費
者
の
不
安
感
を
利
用

し
て
「
霊
感
の
あ
る
偉
い
先
生
に
会
わ
せ
る
」
等
の
口
実
で
、
販
売
目
的
を
隠
し
て
家
庭
内
に
入
り
込
み
、

又
は
特
別
の
場
所
に
誘
い
出
し
て
い
る
。

訪
問
販
売
法
三
条
で
は
、
訪
問
販
売
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
販
売
業
者
は
そ
の
氏
名
又
は
名
称
及
び

商
品
の
種
類
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
販
売
目
的
の
明
示
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
又
前

述
訪
問
販
売
ト
ラ
プ
ル
情
報
提
供
制
度
等
に
お
い
て
も
か
か
る
販
売
目
的
隠
匿
行
為
を
不
当
行
為
と
し
て
お

り
、
本
件
は
販
売
行
為
の
着
手
段
階
に
お
い
て
重
大
な
違
法
性
を
有
し
て
い
る
。

曰
、
消
費
者
を
威
圧
も
し
く
は
脅
迫
し
、
又
は
心
理
的
な
不
安
を
与
え
る
行
為

本
件
商
法
の
最
大
の
特
徴
は
、
消
費
者
の
不
幸
に
苦
し
む
気
持
ち
ゃ
不
安
感
を
一
層
煽
り
、
あ
る
い
は
根

拠
な
く
将
来
の
不
幸
を
予
言
し
て
不
安
を
与
え
、
消
費
者
に
対
し
こ
の
ま
ま
で
は
不
幸
に
陥
る
の
で
は
と
の

盈
怖
心
を
抱
か
せ
た
上
、
こ
れ
ら
か
ら
解
放
さ
れ
、
あ
る
い
は
不
幸
を
免
れ
る
も
の
と
し
て
壺
等
の
購
入
を

迫
る
こ
と
で
あ
る
。

契
約
は
自
由
な
意
思
形
成
の
も
と
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
前
述
ト
ラ
ブ
ル
情
報
提
供
制
度
に
お
い
て

も
消
費
者
を
威
圧
・
脅
迫
す
る
行
為
を
不
当
行
為
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
か
か
る
行
為
の
中
で
も
本
件
の
よ

う
に
人
の
死
や
病
気
、
そ
の
他
様
々
な
不
幸
を
利
用
し
た
威
圧
や
脅
迫
行
為
は
最
も
陰
湿
で
悪
質
な
も
の
で

あ
り
極
め
て
違
法
性
が
強
い
。
貝
体
的
不
当
行
為
条
項
を
有
す
る
消
費
者
保
護
条
例
を
も
つ
十
余
の
地
方
自

治
体
で
は
い
ず
れ
も
、
「
心
理
的
不
安
を
与
え
る
よ
う
な
言
動
を
用
い
た
取
引
」
を
不
当
行
為
と
し
て
具
体

的
に
明
示
し
て
禁
止
し
て
い
る
。
又
滋
賀
県
条
例
の
解
説
書
で
あ
る
「
不
当
な
取
引
又
は
消
費
者
に
不
利
益

を
与
え
る
取
引
の
概
説
」
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（
滋
賀
県
〉
に
お
い
て
も
本
件
商
法
が
ま
さ
に
こ
れ
に
該
当
す
る
こ
と
を
明
記
し



て
い
る
。

四
、
意
に
反
す
る
長
時
閻
の
勧
誘

自
宅
、
訪
問
販
売
に
お
い
て
も
霊
湯
に
お
け
る
販
売
に
お
い
て
も
消
費
者
が
勧
誘
に
応
諾
す
る
ま
で
長
時

間
居
座
り
、
勧
誘
を
続
け
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
と
り
わ
け
霊
場
と
よ
ば
れ
る
場
所
に
お
い
て
は
、
軟
禁
状

態
に
し
て
消
費
者
の
退
出
を
阻
ん
だ
上
、
長
時
間
に
わ
た
り
勧
誘
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
昼
食
も
と

ら
せ
ず
、
子
供
を
別
室
に
す
る
等
様
々
な
強
制
を
加
え
た
状
態
で
長
時
閥
勧
誘
を
続
け
る
こ
と
も
あ
り
、
半

ば
強
要
的
に
契
約
書
に
署
名
を
応
諾
さ
せ
る
も
の
で
、
消
費
者
の
自
由
な
意
思
に
基
づ
く
も
の
と
は
い
え
な

い
も
の
で
あ
る
。

固
、
詐
術
を
用
い
た
取
引
の
違
法
性

前
述
詐
欺
の
項
で
の
べ
た
と
お
り
、
本
件
は
積
極
的
に
詐
術
・
詐
言
を
用
い
て
被
害
者
を
そ
の
旨
誤
信
さ

せ
る
も
の
で
、
違
法
極
ま
り
な
い
行
為
と
い
う
他
な
い
。

内
、
過
量
販
売

本
件
商
法
で
は
、
先
祖
の
因
縁
を
は
ら
う
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
、
通
常
、
印
鑑
に
は
じ
ま
り
数
珠
、

壺
、
多
宝
塔
等
、
次
々
と
被
害
者
の
資
産
の
限
り
の
裏
頷
商
品
の
購
入
を
迫
っ
て
い
る
。

又
、
高
麗
人
参
濃
縮
液
に
お
い
て
は
三

o
o
g入
箱
（
一
箱
八
万
円
）
を
一

0

0
箱
も
一
度
に
購
入
さ
せ

る
等
、
品
質
保
持
等
安
全
性
の
面
か
ら
の
問
題
と
と
も
に
、
と
り
わ
け
過
量
販
売
が
目
立
っ
て
い
る
。

出
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
権
行
使
妨
害

こ
の
よ
う
に
契
約
さ
せ
る
や
、
「
人
に
話
せ
ば
魔
が
入
る
、
御
利
益
が
な
く
な
る
」
等
、
家
人
、
知
人
ら

に
壺
等
の
購
入
の
事
実
を
話
す
こ
と
を
禁
じ
、
か
つ
被
害
者
に
つ
き
ま
と
っ
て
数
日
の
う
ち
に
支
払
い
を
さ

せ
て
い
る
。
こ
れ
は
消
費
者
が
被
害
に
気
付
き
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
た
め

M~ 
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の
措
置
と
考
え
ら
れ
る
。

4
、
薬
事
法
違
反

薬
事
法
上
、
医
薬
品
の
製
造
・
販
売
は
、
医
薬
品
が
人
の
生
命
、
健
康
に
重
大
な
関
わ
り
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
た
め
厚
生
大
臣
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
。
仮
に
そ
れ
が
薬
理
作
用
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
医
薬
品

と
し
て
製
造
承
認
を
得
て
い
な
い
物
に
つ
き
販
売
許
可
を
得
ず
し
て
薬
効
を
標
榜
し
て
販
売
す
る
こ
と
は
、
罰

則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
医
薬
品
の
安
全
性
、
有
効
性
の
担
保
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
右
許

可
制
度
を
実
効
あ
ら
し
め
る
と
と
も
に
、
薬
効
を
標
榜
し
て
販
売
し
消
費
者
が
そ
の
旨
誤
信
し
て
使
用
す
る
時

は
、
消
費
者
に
適
切
な
医
学
的
治
療
の
機
会
を
失
わ
せ
、
疾
病
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
う
る
た
め
で
あ

る
。

本
件
に
お
い
て
は
高
麗
人
参
濃
縮
液
に
つ
き
、
何
ら
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
く
、
健
康
増
進
を
標
榜
す
る
の

み
な
ら
ず
、
心
臓
病
、
こ
う
げ
ん
病
、
糖
尿
病
等
あ
ら
ゆ
る
病
気
が
な
お
る
等
薬
効
を
標
榜
し
て
販
売
し
て
お

り
、
か
か
る
販
売
は
無
許
可
医
薬
品
の
販
売
に
あ
た
り
、
罰
則
を
も
っ
て
処
罰
さ
れ
る
行
為
で
あ
る
と
と
も
に

薬
事
法
に
違
反
す
る
本
件
販
売
方
法
は
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

5
、
公
序
良
俗
違
反

1
乃
至

4
に
の
べ
た
問
題
点
に
て
ら
せ
ば
、
消
費
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
販
売
に
至
る
ま
で
の
手
口
が
高

度
に
熟
練
さ
れ
て
い
て
、
組
織
的
、
計
画
的
な
商
法
と
考
え
る
他
な
く
、
個
々
の
欺
岡
手
段
．
、
脅
迫
手
段
の
違

法
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
全
体
と
し
て
か
か
る
売
買
契
約
は
公
序
良
俗
に
反
し
民
法
九

0
条
に
よ
り
無
効
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
本
件
商
法
に
お
い
て
は
消
費
者
の
不
安
の
心
理
に
つ
け
こ
み
商
品
原
価
の
五
倍
か
ら
数
十
倍
に

も
達
す
る
と
い
う
異
常
な
高
価
格
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
本
件
取
引
行
為
は
暴
利
行
為
に
あ
た
り
、
公
序
良
俗

違
反
と
し
て
無
効
と
な
る
こ
と
は
前
記
「
四
、
霊
感
商
法
の
暴
利
行
為
性
」
の
項
で
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。



6
、
不
法
行
為

右
一
連
の
行
為
は
物
品
販
売
名
下
に
な
さ
れ
て
は
い
る
が
、
前
記

5
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
社
会
通
念
上
許

容
さ
れ
る
販
売
行
為
を
は
る
か
に
逸
脱
し
て
お
り
民
法
七

0
九
条
の
不
法
行
為
を
構
成
す
る
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
又
、
被
害
者
の
受
け
た
被
害
は
経
済
的
損
失
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
己
や
家
族
の
将
来
に
対
す
る
不
安

や
恐
怖
心
に
苦
し
む
な
ど
精
神
的
被
害
も
少
な
く
な
い
。
よ
っ
て
、
売
買
契
約
当
事
者
の
み
な
ら
ず
、
本
件
販

売
行
為
に
関
与
し
た
す
べ
て
の
者
に
対
し
、
実
損
及
び
慰
謝
料
の
請
求
を
な
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

7
、
共
同
不
法
行
為
性

日
、
粗
織
性

霊
感
商
法
は
特
定
の
裔
品
を
大
量
且
つ
長
期
閻
に
わ
た
っ
て
販
売
し
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
も
、

販
売
者
側
に
一
定
の
組
織
性
が
う
か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
、
次
に
述
べ
る
諸
事
実
か
ら
も
、
単

に
末
端
の
委
託
販
売
員
な
い
し
「
先
生
」
「
霊
能
者
」
と
呼
ば
れ
る
者
が
個
別
的
に
被
害
を
産
み
出
し
て
い

る
の
で
は
な
く
、
裔
品
の
生
産
か
ら
販
売
に
至
る
各
段
階
に
お
い
て
組
織
的
且
つ
集
団
的
に
実
行
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
こ
の
組
織
的
＊
集
団
的
生
産
・
販
売
活
動
の
背
後
に
特
定
宗
教
団
体
の
組

織
令
人
脈
が
濃
厚
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

旧

商

品

は

壺

、

多

宝

塔

な

ど

の

大

理

石

製

品

と

人

参

濃

縮

液

な

ど

が

主

流

で

あ

っ

て

全

国

的

に

共

通

し

て

い
る
。

②

大

理

石

の

壺

、

多

宝

塔

は

一

信

石

材

工

芸

柿

、

人

参

濃

縮

液

は

腑

一

和

と

い

う

い

ず

れ

も

韓

国

内

の

会

社
で
製
造
さ
れ
た
も
の
を
輸
入
元
の
日
本
国
内
の
株
式
会
社
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ル
ド
が
輸
入
し
て
い
る
。
右

一
信
石
材
の
株
式
の
ほ
と
ん
ど
は
特
定
宗
教
団
体
の
維
持
財
団
や
同
団
体
の
幹
部
ら
が
保
有
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
て
お
り
、
両
会
社
の
役
員
は
右
団
体
の
信
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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(3） 

え
る
。

47 

右
商
品
の
流
通
は
輸
入
元
の
棘
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ル
ド
、
卸
元
の
世
界
の
し
あ
わ
せ
各
社
、
小
売
店
に
あ

た
る
販
売
店
各
社
を
経
て
末
端
の
委
託
販
売
員
、
「
先
生
」
と
呼
ば
れ
る
者
ら
に
行
き
わ
た
る
が
、
右
流

通
過
程
全
般
に
わ
た
り
、
特
定
宗
教
団
体
の
組
織
的
関
与
が
う
か
が
わ
れ
る
。

①

棘

ハ

ッ

ピ

ー

ワ

ー

ル

ド

、

腑

世

界

の

し

あ

わ

せ

の

代

表

取

締

役

は

、

右

団

体

の

信

者

（

幹

部

）

で

あ

り
、
販
売
会
社
の
役
員
の
多
く
は
周
団
体
の
信
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

②

右

会

社

の

裔

号

は

同

時

期

に

次

の

よ

う

に

変

更

さ

れ

て

お

り

、

両

者

の

関

連

性

は

明

白

で

あ

る

。

幸
世
商
事
棘
↓
翰
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ル
ド

東
京
幸
世
商
事
傭
↓
腑
世
界
の
し
あ
わ
せ

ま
た
、
東
京
、
大
阪
地
方
の
末
端
販
売
会
社
の
設
立
、
及
び
閉
鎖
の
時
期
も
複
数
の
会
社
に
お
い
て

一
致
し
て
い
る
。

③

前

記

各

会

社

相

互

閻

に

人

事

交

流

が

あ

る

。

④

各

販

売

店

の

責

任

者

、

販

売

員

も

右

団

体

の

信

者

と

思

わ

れ

る

。

閲

右

宗

教

団

体

の

機

関

誌

に

信

者

の

販

売

活

動

の

手

法

が

掲

載

さ

れ

て

い

た

り

、

右

機

関

誌

掲

載

の

活

動

報
告
中
に
は
、
大
理
石
壺
の
販
売
活
動
実
績
の
報
告
が
あ
る
。

回

ビ

デ

オ

セ

ン

タ

ー

に

通

っ

て

右

宗

教

団

体

に

入

信

し

た

若

い

男

女

の

多

く

は

、

周

団

体

の

幹

部

の

指

示

で
「
ホ
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
る
合
宿
所
に
住
み
込
み
、
印
か
ん
。
壺
・
多
宝
塔
等
の
販
売
活
動
に
従
事
し
た

り
、
家
族
ゃ
友
人
を
「
霊
場
」
に
引
率
し
て
こ
れ
ら
物
品
の
販
売
活
動
の
手
伝
い
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

c

被

害

者

が

連

れ

て

行

か

れ

る

一

霊

場

」

や

「

展

示

場

」

及

び

「

ビ

デ

オ

セ

ン

タ

ー

」

は

各

瑚

に

存

在

す

る
が
、
こ
れ
ら
は
末
端
の
各
販
売
店
を
超
え
た
上
部
組
織
の
管
理
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が



m
弁
護
士
に
よ
る
被
害
回
復
の
た
め
の
示
談
交
渉
手
続
に
対
す
る
販
売
会
社
の
対
応
は
全
国
的
に
共

通
し
た
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
示
談
交
渉
を
担
当
す
る
弁
護
士
や
弁
護
士
会
、
弁
護
士
グ
ル
ー
プ
に
対

す
る
各
種
い
や
が
ら
せ
等
の
対
応
も
右
宗
教
団
体
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
団
体
の
機
関
紙
で
あ
る
「
思
想

新
聞
」
の
ビ
ラ
や
、
周
団
体
の
理
事
長
が
社
長
を
つ
と
め
る
世
界
日
報
紙
上
に
よ
る
報
道
が
中
心
で
あ
る
。

は
、
販
売
方
法
の
統
一
性

霊
感
商
法
は
次
に
述
べ
る
よ
う
に
個
々
の
販
売
員
が
別
々
の
販
売
方
法
を
実
践
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

全
国
的
に
統
一
さ
れ
た
手
法
に
従
っ
て
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
共
通
の
特
徴
で
あ
る
。

巾
販
売
員
は
い
ず
れ
も
特
定
宗
教
団
体
の
教
え
に
基
づ
く
活
動
と
認
識
し
て
販
売
活
勁
を
実
践
し
て
い
る
。

②

販

売

に

お

け

る

勧

誘

文

句

や

手

口

は

ほ

ぼ

共

通

で

あ

り

、

い

ず

れ

も

「

ヨ

ハ

ネ

ト

ー

ク

」

と

称

す

る

マ

ニ
ュ
ア
ル
や
そ
の
改
訂
版
若
し
く
は
「
印
鑑
ト
ー
ク
」
等
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。

0

販
売
の
場
所
は
当
初
の
印
か
ん
を
除
き
「
霊
楊
」
や
ホ
テ
ル
の
一
室
な
ど
が
使
用
さ
れ
、
「
先
生
」
な

い
し
「
霊
能
者
」
と
称
す
る
者
が
宗
教
的
雰
囲
気
の
も
と
で
販
売
の
役
割
を
分
担
し
て
い
る
。

閥

販

売

に

使

用

さ

れ

る

領

収

書

、

契

約

書

は

全

国

共

通

の

も

の

を

使

用

し

て

い

る
C

曰
、
主
観
的
共
同

霊
感
繭
法
の
組
織
性
・
統
一
性
は
右
に
述
べ
た
通
り
で
あ
り
、
次
の
諸
点
が
指
摘
で
き
る
。

第
一
に
、
特
定
宗
教
団
体
及
び
そ
の
信
者
が
製
造
会
社
・
輪
入
元
・
卸
元
。
各
販
売
会
社
・
末
端
販
売
員

に
深
く
関
与
し
て
い
る
。
特
に
末
端
販
売
員
は
右
団
体
の
信
者
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
そ
の
職
に
就
い
て
い
る
。

第
二
に
、
商
品
の
流
れ
・
手
口
の
統
一
性
＊
被
害
回
復
交
渉
に
対
す
る
対
応
や
被
害
救
済
活
動
等
へ
の
い

や
が
ら
せ
の
組
織
性
に
か
ん
が
み
る
に
強
い
指
導
性
が
認
め
ら
れ
る
。

長
期
閻
に
わ
た
っ
て
周
一
物
品
を
同
一
の
手
口
で
全
国
的
に
多
数
販
売
し
て
い
る
以
上
、
輸
入
元
や
卸
元
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の
各
会
社
に
お
い
て
も
当
然
末
端
販
売
員
の
販
売
方
法
を
十
分
認
識
し
て
い
た
と
推
認
さ
れ
る
。
更
に
、
前

述
し
た
諸
事
実
に
照
ら
せ
ば
、
単
に
霊
感
商
法
に
よ
っ
て
売
ら
れ
る
こ
と
を
放
置
・
助
長
し
た
の
み
な
ら
ず
、

右
輸
入
元
・
卸
元
の
各
社
は
霊
感
商
法
を
積
極
的
に
推
進
し
た
こ
と
さ
え
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
昭
和
五
六
年
頃
に
お
い
て
は
棘
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ル
ド
本
社
に
連
れ
て
行
か
れ
て
霊
感
滴
法
と

周
種
の
販
売
方
法
で
壺
を
買
わ
さ
れ
た
被
害
者
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
社
は

壺
に
つ
い
て
単
な
る
美
術
工
芸
品
に
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い
精
神
的
価
値
を
強
調
し
た
保
証
書
さ
え
交
付
し

て
い
る
。

四
、
結
論

従
っ
て
、
霊
感
商
法
に
関
与
し
て
い
る
輸
入
元
・
卸
元
・
販
売
会
社
・
販
売
員
・
「
霊
能
者
」
と
称
す
る

者
は
、
被
害
者
に
対
し
民
法
七
一
九
条
の
共
周
不
法
行
為
責
任
を
負
う
べ
き
も
の
と
思
料
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

8
、
刑
事
責
任

日
、
詐
欺
罪

商
取
引
に
お
い
て
多
少
の
誇
大
宣
伝
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
滴
道
徳
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
一
般
に
は
許
容

さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
程
度
が
商
道
徳
の
範
囲
を
越
え
て
社
会
の
取
引
秩
序
を
破
壊
す
る
よ
う
な
楊
合
に

は
そ
の
よ
う
な
滴
取
引
は
許
さ
れ
ず
、
そ
の
行
為
は
民
事
責
任
に
止
ま
ら
ず
刑
事
処
罰
の
対
象
と
も
な
る
。

霊
感
滴
法
は
、
販
売
者
側
が
購
入
者
に
対
し
、
積
極
的
に
不
安
を
指
摘
し
、
そ
の
原
因
を
提
示
す
る
と
共

に
不
安
を
拡
大
さ
せ
て
、
不
安
解
消
の
手
段
と
し
て
物
品
の
購
入
を
決
断
さ
せ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

本
件
滴
法
に
お
い
て
多
く
の
場
合
、
販
売
者
側
は
、
購
入
者
の
抱
い
て
い
る
不
安
が
「
先
祖
が
武
士
で
女

性
に
乱
暴
し
た
こ
と
が
あ
る
」
等
の
過
去
の
事
実
に
帰
因
し
て
い
る
旨
述
べ
て
ま
ず
購
入
者
に
こ
れ
を
信
じ

さ
せ
、
更
に
購
入
さ
せ
る
物
品
に
は
そ
の
不
安
の
原
因
を
解
消
す
る
効
能
が
存
す
る
旨
の
虚
偽
の
事
実
を
の



べ
て
購
入
者
を
欺
岡
し
、
こ
れ
を
信
じ
て
錯
誤
に
陥
っ
た
購
入
者
か
ら
物
品
代
金
の
交
付
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
本
件
商
法
に
は
多
く
の
湯
合
販
売
者
側
の
「
欺
岡
行
為
」
と
こ
れ
に
よ
る
購
入
者
の
「
錯
誤
」

及
び
錯
誤
に
基
づ
く
「
金
員
の
交
付
」
と
い
う
関
係
が
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
販
売
者
側
に
詐
欺
罪
（
刑
法

ニ
四
六
条
一
項
）
が
成
立
す
る
。

販
売
者
側
は
、
少
な
く
と
も
購
入
さ
せ
る
物
品
に
不
安
原
因
を
解
消
す
る
効
能
が
あ
る
と
信
じ
て
販
売
し

て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
詐
欺
の
故
意
を
欠
く
も
の
で
は
な
い

C

こ
の
こ
と
は
、
右
の
点
に
関
す
る
販
売
者
側
の
ト
ー
ク
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
お
り
、
全
国
的
に
統
一

し
た
バ
タ
ー
ン
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
販
売
さ
れ
る
物
品
の
種
類
が
不
安
や
そ
の
原
因
の
違
い

に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
て
い
る
の
で
は
無
く
、
購
入
者
の
資
力
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
立
証

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
し
、
販
売
者
側
も
自
ら
不
安
の
原
因
で
あ
る
具
体
的
事
実
等
は
物
品
販
売
の
為
の

ト
ー
ク
で
あ
っ
て
自
分
達
の
宗
教
と
は
関
係
が
無
い
旨
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
仮
に
、
販
売
者
側
に
お
い
て
、
全
て
の
人
は
そ
の
財
産
を
投
出
し
て
し
ま
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
幸
せ
に
な
れ
る
等
の
信
念
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
目
的
の
為
に
物
品
を
販
売
し
て
い
る

の
だ
と
し
て
も
、
そ
の
手
段
と
し
て
欺
岡
行
為
を
行
い
物
品
を
購
入
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
詐
欺
罪

の
故
意
を
阻
却
す
る
理
由
と
な
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

最
高
裁
判
所
も
従
来
か
ら
「

．．．
 
効
も
な
い
こ
と
を
信
じ
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
如
何
に
も
そ
の
効
が
あ

る
よ
う
に
申
し
欺
い
て
祈
祗
の
依
頼
を
受
け
、
依
頼
者
か
ら
祈
禰
料
等
の
名
義
で
金
員
の
交
付
を
受
け
た
と

き
は
詐
欺
罪
を
構
成
す
る
」
（
昭
和
三
一
年
―
一
月
二

0
日
最
裏
裁
第
三
小
法
廷
決
定
）
と
判
示
し
て
、
宗

教
に
名
を
藉
り
た
行
為
で
あ
っ
て
も
、
自
ら
信
じ
て
も
い
な
い
効
果
を
申
し
向
け
て
相
手
方
を
欺
岡
し
不
正

の
利
益
を
受
け
る
行
為
に
は
詐
欺
罪
の
成
立
を
認
め
て
い
る
。
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従
っ
て
、
本
件
商
法
に
対
し
て
も
、
不
安
原
因
の
提
示
、
不
安
解
消
手
段
の
提
示
等
販
売
者
側
の
ト
ー
ク

に
著
し
い
虚
偽
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
刑
法
上
詐
欺
罪
の
適
用
を
免
れ
な
い
と
考
え
る
。

け
、
愚
喝
罪

霊
感
商
法
は
、
不
安
原
因
の
提
示
、
不
安
解
消
手
段
に
つ
い
て
詐
欺
的
性
格
を
有
す
る
と
同
時
に
、
決
断

の
強
制
の
際
に
脅
迫
的
言
動
を
伴
う
点
で
も
特
徴
が
あ
る
。

即
ち
、
販
売
員
は
、
購
入
者
に
対
し
て
、
物
品
の
購
入
を
勧
め
る
反
面
、
購
入
し
な
い
湯
合
の
害
悪
を
告

知
す
る
。

販
売
員
は
「
先
祖
の
霊
が
浮
か
ば
れ
な
い
た
め
、
長
男
が
若
死
す
る
」
「
事
故
に
会
う
」
等
の
指
摘
を
具

体
的
に
行
う
他
「
子
供
が
早
死
し
て
も
い
い
の
か
」
「
絶
家
し
て
も
い
い
の
か
」
等
の
ト
ー
ク
が
長
時
間
に

恒
っ
て
被
害
者
の
責
任
を
追
求
す
る
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

こ
の
様
な
ト
ー
ク
は
「
霊
場
」
と
呼
ば
れ
る
独
特
な
宗
教
的
雰
囲
気
を
も
つ
場
所
で
被
害
者
を
孤
立
さ
せ

て
行
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
前
述
の
詐
欺
的
ト
ー
ク
に
よ
り
不
安
原
因
の
存
在
を
信
じ
さ
せ
ら
れ
て
い
る
被
害

者
に
と
っ
て
、
右
害
悪
の
告
知
は
被
害
者
に
十
分
な
恐
怖
心
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
物
品

購
入
の
決
断
を
強
制
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

吉
凶
禍
福
を
害
悪
の
内
容
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
被
害
者
を
欺
岡
し
て
自
ら
こ
れ
を
左
右
し
う
る
も

の
と
信
じ
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
被
害
者
を
畏
怖
さ
せ
財
物
を
交
付
さ
せ
る
行
為
は
過
喝
罪
が
成
立
す
る

（
広
島
高
裁
判
決
二
九
年
八
月
九
日
同
旨
）
と
さ
れ
て
い
る
。

個
別
的
に
見
れ
ば
欺
岡
性
、
脅
迫
性
の
程
度
は
一
様
で
は
な
で
は
な
い
が
、
購
入
者
は
販
売
者
側
の
欺
岡

行
為
に
よ
っ
て
効
果
的
に
愚
怖
心
を
生
ぜ
し
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
本
件
商
法
に
は
多
く
の
場
合
、

恐
喝
罪
（
刑
法
二
四
九
条
一
項
〉
が
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。



本
件
霊
感
滴
法
に
つ
い
て
青
森
地
裁
弘
前
支
部
（
昭
和
五
九
年

1

月
1

二
日
判
決
ー
は
、
「
あ
な
た
の
ま

わ
り
に
は
悪
霊
が
つ
い
て
い
る
。
悪
霊
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
不
幸
が
続
く
」
「
あ
な
た
が

お
ろ
し
た
子
供
や
病
死
し
た
薗
夫
が
成
仏
で
き
ず
に
苦
し
ん
で
い
る
。
苦
し
ん
で
い
る
霊
を
成
仏
さ
せ
な
い

と
幸
せ
に
は
な
れ
ず
不
幸
が
続
く
。
お
盆
前
に
今
の
夫
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
供
に
大
変
な
こ
と
が
起
る
」

等
述
ベ
ホ
テ
ル
室
内
か
ら
の
脱
出
を
出
入
口
に
立
ち
塞
が
っ
て
阻
止
し
て
執
拗
に
金
員
の
交
付
を
要
求
し
、

要
求
に
応
じ
な
い
場
合
は
自
己
及
び
自
己
の
家
族
が
い
か
な
る
災
厄
に
見
舞
わ
れ
る
か
も
し
れ
ず
、
ま
た
引

続
き
同
所
に
留
め
置
か
れ
自
己
の
身
体
に
ど
の
よ
う
な
危
害
が
加
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
旨
畏
怖
せ
し
め

て
被
害
者
の
女
性
か
ら
金
一
、
二

0

0
万
円
の
交
付
を
受
け
た
行
為
に
対
し
、
忍
喝
罪
の
成
立
を
認
め
て
い

る
。

曰
、
そ
の
他
の
刑
罰
法
規
違
反

右
の
よ
う
に
全
国
的
に
統

1

さ
れ
予
め
計
画
さ
れ
た
「
霊
感
商
法
」
の
手
口
は
、
ま
さ
に
組
織
的
集
団
の

共
謀
に
よ
る
詐
欺
・
恐
喝
裔
法
で
あ
り
、
当
然
刑
事
処
罰
の
対
象
と
な
る
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
個
々
の
被
害
者
の
抵
抗
の
程
度
や
賜
さ
れ
方
の
違
い
、
財
産
の
所
有
状
況
な
ど
の
違
い
等
に
よ
り
具

体
的
な
被
害
態
様
は
様
々
で
あ
る
が
、
そ
の
被
害
内
容
に
よ
り
詐
欺
罪
・
愚
喝
罪
以
外
の
刑
罰
法
規
の
適
用

、
も
考
え
ら
れ
る
。

nl

路
上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
と
称
し
て
立
ち
塞
が
っ
た
り
つ
き
ま
と
っ
た
り
し
て
押
し
売
り
し
よ
う
と
し
た
程

度
で
終
わ
る
場
合
に
、
都
道
府
県
に
「
迷
惑
防
止
条
例
」
の
適
用
に
よ
り
処
罰
が
可
能
で
あ
る
し
、
押
し

売
り
禁
止
の
「
消
費
者
保
護
条
例
」
の
適
用
も
考
え
ら
れ
る
。

図
訪
問
販
売
の
形
で
被
害
者
の
自
宅
を
訪
れ
て
、
家
人
か
ら
退
去
を
要
望
さ
れ
て
も
出
て
行
か
な
い
場
合

は
右
の
条
例
違
反
と
と
も
に
不
退
去
罪
（
刑
法
一
三

0
条
）
が
成
立
す
る
。
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0

被
害
者
を
強
引
に
「
ビ
デ
オ
セ
ン
タ
ー
」
や
「
霊
場
」
な
る
場
所
に
連
れ
て
行
き
、
被
害
者
が
帰
ろ
う

と
し
て
も
入
口
に
立
ち
塞
が
っ
た
り
、
手
を
と
っ
て
放
さ
な
か
っ
た
り
し
て
返
さ
な
い
楊
合
に
は
、
監
禁

罪
（
刑
法
ニ
ニ

0
条
）
が
成
立
す
る
。

凶
~
詐
欺
罪
・
忍
喝
罪
の
程
度
に
至
ら
な
い
場
合
で
も
、
「
公
衆
に
対
し
て
物
を
販
売
し
、
若
し
く
は
頒
布

し
、
又
は
役
務
を
提
供
す
る
に
あ
た
り
、
人
を
欺
き
、
又
は
誤
解
さ
せ
る
よ
う
な
事
実
を
挙
げ
て
広
告
を

し
た
者
」
を
処
罰
す
る
軽
犯
罪
法
一
条
三
四
号
の
罪
が
成
立
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

⑮
な
お
、
人
参
濃
縮
液
な
ど
の
販
売
に
お
い
て
、
「
ガ
ン
に
効
く
」
な
ど
と
薬
効
を
標
榜
し
て
売

れ
ば
薬
事
法
違
反
の
罪
と
な
り
、
処
罰
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
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六
、
今
後
の
対
策

ー
、
弁
護
士
会
の
と
る
べ
き
方
策

日
、
特
別
相
談
会
等
の
開
催
、
相
談
窓
口
の
設
置

消
費
者
被
害
は
総
理
府
の
調
査
に
よ
っ
て
も
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
の
は
総

被
害
の
一
％
に
も
満
た
ず
一
般
的
に
潜
在
化
し
や
す
く
、
そ
の
こ
と
が
被
害
の
継
続
・
拡
大
す
る
要
因
の
一

つ
に
も
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
本
件
藤
法
は
前
述
の
と
お
り
違
法
性
が
顕
著
で
あ
る
が
、
被
害
者
自
身
や

そ
の
家
族
の
不
幸
に
つ
け
入
っ
て
畏
怖
さ
せ
あ
る
い
は
不
安
感
を
煽
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
一
層
被
害
が
潜

在
化
す
る
傾
向
が
強
い
。

か
か
る
事
案
に
お
い
て
は
、
各
地
の
弁
護
士
会
が
霊
感
裔
法
に
関
す
る
特
別
相
談
会
を
開
催
し
た
り
被
害

相
談
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
が
、
被
害
救
済
と
と
も
に
被
害
者
に
対
す
る
効
果
的
啓
発
の
た
め
に
も
重
要
で

あ
る
。
し
か
も
本
件
で
は
販
売
業
者
か
ら
被
害
者
に
対
し
継
続
し
て
不
安
感
を
持
続
さ
せ
る
働
き
か
け
が
な

さ
れ
て
お
り
、
弁
護
士
会
の
こ
う
し
た
取
組
み
は
被
害
の
継
続
令
拡
大
を
防
止
す
る
だ
け
で
な
く
被
害
者
を

勇
気
づ
け
る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

け
、
行
政
機
関
、
消
費
者
団
体
等
と
の
情
報
交
換
、
連
繋
の
強
化

本
件
販
売
業
者
側
の
組
織
性
、
被
害
の
広
範
性
や
最
近
の
被
害
の
顕
在
化
に
対
す
る
激
し
い
業
者
側
の
抵

抗
に
て
ら
せ
ば
、
か
か
る
商
法
の
根
絶
と
被
害
救
済
は
ひ
と
り
弁
護
士
会
や
弁
護
士
の
関
与
の
み
で
な
し
う

る
も
の
で
は
な
く
、
警
察
当
局
も
含
め
た
関
係
行
政
機
関
や
市
民
、
消
費
者
団
体
、
報
道
機
関
等
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
実
態
解
明
を
な
し
て
法
を
報
行
あ
る
い
は
社
会
啓
発
を
行
う
な
ど
、
予
防
、
救
済
活
動
を
積
極

的
に
行
い
、
社
会
的
監
視
を
つ
よ
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
う
し
た
連
繋
を
深
め
る
た
め
に
弁
護
士
会
と
関
係
行
政
機
関
、
消
費
者
団
体
等
と
の
間
で
情
報
交
換
や



討
議
の
機
会
を
積
極
的
に
も
ち
、
連
繋
を
強
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
弁
護
士
会
と
し
て
も
こ
の

種
商
法
の
根
絶
の
た
め
、
警
察
当
局
に
対
す
る
刑
事
告
訴
、
告
発
、
行
政
当
局
に
対
す
る
行
政
処
分
又
は
行

政
指
導
の
発
動
を
促
す
申
告
手
続
も
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

曰
、
被
害
救
済
活
動
に
向
け
ら
れ
た
妨
害
中
傷
に
対
す
る
毅
熱
た
る
対
応

被
害
防
止
の
た
め
の
活
動
を
行
う
弁
護
士
会
及
び
弁
護
士
の
活
動
や
マ
ス
コ
ミ
に
対
す
る
最
近
の
組
織
的

な
攻
撃
は
目
に
余
る
も
の
が
あ
る
。
現
状
で
は
マ
ス
コ
ミ
に
対
す
る
攻
撃
が
特
に
顕
著
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

弁
護
士
に
対
す
る
業
者
妨
害
・
中
傷
を
も
含
む
も
の
で
あ
り
、
更
に
救
済
活
動
を
行
う
弁
護
士
会
や
弁
護
士

に
対
す
る
脅
迫
的
言
動
、
い
や
が
ら
せ
電
話
、
中
偏
ビ
ラ
の
配
布
な
ど
も
執
拗
に
続
け
ら
れ
て
い
る
。
人
権

の
砦
と
し
て
の
弁
護
士
会
及
び
弁
護
士
の
活
動
の
基
盤
が
、
か
か
る
脅
迫
や
い
や
が
ら
せ
に
よ
っ
て
い
さ
さ

か
で
も
後
退
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
暴
力
に
よ
っ
て
基
本
的
人
権
の
擁
護
と
い
う
社
会
的
使

命
を
放
棄
さ
せ
ら
れ
る
に
等
し
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
中
傷
。
妨
害
行
為
に
対
し
て
は
弁
護
士
会
に
お

い
て
も
毅
然
た
る
反
撃
の
姿
勢
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

2
、
行
政
の
と
る
べ
き
方
策

日
、
通
産
省
は
訪
問
販
売
ト
ラ
ブ
ル
脩
報
提
供
制
度
を
適
用
し
て
、
本
滴
法
の
実
態
及
び
関
連
業
者
を
調
査
し
、

こ
れ
ら
す
べ
て
を
公
表
し
て
被
害
防
止
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

通
産
省
は
「
訪
問
販
売
法
第
一
条
の
趣
旨
に
則
り
、
訪
問
販
売
ト
ラ
プ
ル
に
関
す
る
情
報
を
一
般
消
費
者
、

関
係
行
政
機
関
等
へ
周
知
徹
底
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
訪
問
販
売
を
め
ぐ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
係
る
被

害
の
拡
大
防
止
及
び
ト
ラ
ブ
ル
発
生
の
未
熱
防
止
を
因
り
、
消
費
者
利
益
の
保
護
に
務
め
る
こ
と
を
目
的
」

と
し
て
昭
和
六

0
年
―
一
月
訪
問
販
売
ト
ラ
ブ
ル
情
報
提
供
制
度
を
発
足
さ
せ
た
。

本
件
商
法
に
つ
い
て
多
年
に
わ
た
り
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
、
拡
大
し
続
け
た
が
、
通
産
省
は
今
日
に
至
る
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ま
で
前
述
の
よ
う
に
全
国
的
、
統
一
的
に
な
さ
れ
て
い
る
本
件
販
売
行
為
及
び
ト
ラ
ブ
ル
の
実
態
に
つ
い
て

十
分
事
実
関
係
を
調
査
し
て
お
ら
ず
、
本
制
度
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。

な
お
、
輸
入
元
で
あ
る
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ル
ド
社
は
通
産
省
に
対
し
、
同
社
及
び
卸
元
で
あ
る
世
界
の
し
あ

わ
せ
社
は
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
本
年
三
月
末
日
及
び
四
月
三
日
、
関
連
販
売
店
に
こ
の

種
の
商
法
の
自
粛
を
求
め
た
旨
を
伝
え
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
ま
で
の
経
過
に
て
ら
し
業

者
側
が
内
部
的
に
一
片
の
通
知
を
な
し
た
こ
と
を
も
っ
て
右
調
査
。
公
表
を
不
要
と
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

本
件
被
害
の
悪
質
性
、
広
範
性
、
深
刻
性
、
多
年
の
継
続
性
な
ど
の
事
情
に
か
ん
が
み
る
と
き
再
発
の
虞

が
強
く
、
又
、
同
種
商
法
を
真
似
る
業
者
も
出
現
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
今
日
に
お
い
て
は
い
さ
さ
か

遅
き
に
失
す
る
と
は
い
え
、
通
産
省
は
速
や
か
に
本
件
商
法
に
関
す
る
事
実
調
査
を
遂
げ
、
国
民
に
対
し
ト

ラ
ブ
ル
情
報
を
提
供
の
上
、
関
係
業
者
を
厳
重
に
指
導
、
公
表
し
、
被
害
の
再
発
防
止
に
万
全
を
期
す
べ
き

で
あ
る
。

け
、
公
正
取
引
委
員
会
は
独
占
禁
止
法
を
適
用
し
て
欺
誦
的
顧
客
誘
引
行
為
を
廃
除
す
べ
き
で
あ
る
。

消
費
者
に
不
安
を
煽
っ
た
上
、
先
祖
の
悪
業
因
縁
を
絶
ち
あ
る
い
は
不
幸
を
免
れ
る
も
の
と
し
て
印
鑑
、

壺
、
等
を
販
売
す
る
こ
と
は
公
正
取
引
委
員
会
告
示
一
五
号
に
定
め
る
不
公
正
な
取
引
方
法

8
号
に
い
う

「
ぎ
ま
ん
的
願
客
誘
引
」
行
為
に
該
り
、
独
占
禁
止
法
を
適
用
し
て
廃
除
措
置
等
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

曰
、
各
自
治
体
行
政
に
お
い
て
は
、
消
費
者
保
護
条
例
を
適
用
し
て
、
不
当
行
為
の
再
発
防
止
を
図
る
べ
き
で

あ
る
。

い
わ
ゆ
る
消
費
者
保
護
条
例
を
有
す
る
全
国
各
地
の
自
治
体
の
中
に
は
、
条
例
あ
る
い
は
運
用
要
綱
等
に

お
い
て
不
当
取
引
行
為
を
列
記
し
て
禁
止
し
、
ト
ラ
プ
ル
多
発
業
者
の
氏
名
等
の
公
表
制
度
を
有
し
て
い
る

も
の
も
多
い
。
中
で
も
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
は
違
反
業
者
に
対
す
る
指
導
、
勧
告
、
公
表
権
を
行
政
に
与



え
て
い
る
。
こ
れ
ら
条
例
の
禁
止
行
為
の
中
に
は
、
右
通
産
省
の
ト
ラ
プ
ル
情
報
提
供
制
度
に
掲
げ
る
不
当

取
引
方
法
の
他
、
特
に
本
件
商
法
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
「
消
費
者
に
心
理
的
不
安
を
与
え
る
よ
う
な

言
動
を
用
い
」
て
「
過
大
な
量
の
商
品
を
押
し
つ
け
」
、
「
路
上
、
電
話
等
で
勧
誘
し
、
営
業
所
等
へ
誘
引

し
」
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
の
利
用
を
妨
げ
る
」
等
の
取
引
方
法
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
自
治
体
に
お
い
て
も
末
端
販
売
業
者
に
対
し
指
導
勧
告
を
行
っ
た
自
治
体
が
一
部

あ
る
も
の
の
、
今
日
に
至
る
ま
で
殆
ど
こ
れ
ら
の
条
例
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
推
移
し
て
き
た
。

各
地
の
消
費
者
セ
ン
タ
|
等
は
、
苦
情
申
告
事
例
の
被
害
回
復
に
は
努
め
て
来
た
も
の
の
、
多
数
の
潜
在

的
被
害
や
将
来
の
被
害
発
生
を
予
見
し
な
が
ら
、
自
治
体
に
お
い
て
前
記
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
本

件
商
法
の
横
行
を
許
し
て
き
た
と
の
側
面
も
否
定
で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
各
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
の
権
限
を
行
使
し
て
す
み
や
か
に
事
実
調
査
を
遂
げ
、

拡
大
防
止
策
を
講
じ
、
か
つ
被
害
者
の
被
害
回
復
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

3
、
警
察
当
局
の
と
る
べ
き
方
策

警
察
当
局
は
事
案
の
真
相
を
究
明
し
、
粗
織
的
恐
喝
、
詐
欺
事
犯
と
し
て
、
厳
正
に
刑
事
法
を
適
用
す
べ
き

で
あ
る
。

本
件
商
法
は
全
国
的
規
模
に
お
い
て
組
織
的
統
一
的
に
不
安
感
を
煽
り
恐
怖
に
陥
れ
、
あ
る
い
は
危
険
を
免

れ
る
と
誤
信
せ
し
め
て
、
壺
等
の
販
売
代
金
名
下
に
消
費
者
か
ら
金
員
を
交
付
さ
せ
て
い
る
も
の
で
、
恐
喝
あ

る
い
は
詐
欺
事
犯
と
考
え
ら
れ
、
先
般
よ
う
や
く
幹
部
五
名
が
詐
欺
罪
で
逮
捕
さ
れ
た
豊
田
商
事
事
件
に
も
比

肩
さ
れ
る
べ
き
事
案
で
あ
る
。

又
、
薬
効
を
標
榜
し
て
行
う
高
麗
人
参
濃
縮
液
の
販
売
は
薬
事
法
に
違
反
し
、
説
税
容
疑
も
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
被
害
や
組
織
性
の
実
態
を
解
明
し
、
今
後
か
か
る
事
件
を
根
絶
す
る
た
め
に
は
、
警
察
当
局
に
よ
る
厳
重
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な
る
刑
事
法
の
適
用
が
不
可
欠
で
あ
る
。
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